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節
電
で
地
球
を
守
ろ
う

生
活
を
守
る
た
め
に
、
そ
し
て
地
球
を
守
る
た
め
に

可
能
性
と
絆
を
育は

ぐ
く

む

教
育
の
情
報
化

県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
10
作
品
入
選



福
島
第
１
原
発
事
故
の
影
響
に

よ
り
、
九
州
電
力
で
は
点
検
中

だ
っ
た
川
内
原
発
１
号
機
と
玄
海

原
発
２
、
３
号
機（
佐
賀
県
）の
運

転
再
開
を
見
合
わ
せ
て
お
り
、
再

開
で
き
な
い
原
発
分
の
電
力
を
補

う
た
め
に
、
他
の
発
電
所
で
の
電

力
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

最
悪
の
場
合
、
電
力
消
費
が
多
い

夏
場
に
電
力
不
足
が
起
き
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
多
く
の
電
気
を
使
っ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
電
力
不
足

は
、
そ
の
生
活
を
脅
か
す
重
要
な

問
題
で
す
。
だ
か
ら
今
、
節
電
が

強
く
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

節
電
は
以
前
か
ら

自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め

に
必
要
な
節
電
。
し
か
し
そ
れ
は

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
は
電
力
不
足
が
大
き

な
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
以

前
か
ら
節
電
は
言
わ
れ
、
そ
の
理

由
は
地
球
環
境
を
守
る
た
め
で
す
。

平
成
22
年
度
の
九
州
電
力
の
電

源
設
備
量
を
見
る
と
、
約
６
割
が

石
炭
や
石
油
な
ど
を
使
っ
た
火
力

発
電
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
資
源

を
使
い
、
そ
し
て
地
球
温
暖
化
の

原
因
で
も
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
と

な
る
二
酸
化
炭
素
を
出
す
火
力
発

電
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
風
力
や
太
陽
光
な
ど
を
使
っ
た

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
し
か
し
、

天
候
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
た
め
安

定
し
た
供
給
が
で
き
ず
、
導
入
は

進
ん
で
い
ま
す
が
発
電
量
は
全
体

か
ら
す
る
と
わ
ず
か
な
量
で
す
。

地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
は
化

石
燃
料
を
使
う
電
力
か
ら
の
脱
却

が
必
要
で
す
が
、
現
時
点
で
は
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は
そ
れ
に

代
わ
る
供
給
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
な
ら
で
き
る
こ
と
は
一
つ
。
需

要
を
減
ら
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

節
電
の
ス
ス
メ

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
調
べ
に

よ
る
と
、
夏
場
、
日
中
に
家
庭
で

一
番
電
力
を
消
費
し
て
い
る
の
が

エ
ア
コ
ン
で
す
。
日
中
の
在
宅
家

庭
の
平
均
電
力
消
費
量
は
約
１
２

０
０
㍗
で
、
そ
の
約
半
分
を
エ
ア

コ
ン
が
占
め
て
い
ま
す
。
環
境
省

の
調
査
で
は
冷
房
の
設
定
温
度
を

１
度
高
く
す
る
と
約
13
㌫
（
約
70

㍗
）
の
電
力
削
減
に
な
り
ま
す
。

少
し
の
こ
と
で
節
電
は
で
き
ま
す
。

市
で
は
室
内
温
度
を
下
げ
る
た

め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て「
緑
の
カ 

ー
テ
ン
」
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ツ
ル
性
の
植
物
を
窓

の
外
に
生
育
さ
せ
る
こ
と
で
室
内

へ
の
直
射
日
光
を
遮
る
こ
と
が
で

き
、
緑
の
葉
が
持
つ
蓄
熱
を
防
ぐ

効
果
と
蒸
散
作
用
に
よ
り
周
辺
を

涼
し
く
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
に
も
節
電
方
法
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ

東
日
本
大
震
災
で
被
災
者
を
苦

し
め
た
こ
と
の
一
つ
に
停
電
が
あ

り
ま
す
。
暗
闇
の
中
、
余
震
に
お

び
え
、
孤
立
し
た
状
態
で
不
安
に

耐
え
た
被
災
者
。
そ
の
後
も
余
震

の
た
び
に
停
電
が
起
こ
り
、
被
災

者
を
苦
し
め
ま
し
た
。

あ
の
大
震
災
か
ら
私
た
ち
が
学

ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

電
気
の
大
切
さ
も
、
そ
の
一
つ
。

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
も
う
一

度
、
電
気
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直

し
、無
駄
な
電
力
は
使
わ
な
い「
節

電
生
活
」
を
始
め
る
と
き
で
す
。

電
気
の
源
は
地
球
が
く
れ
た
宝

物
。
そ
の
地
球
を
守
れ
る
の
は
私

た
ち
人
間
で
す
。

◎�

節
電
に
つ
い
て
は
環
境
衛
生
課

☎（
64
）０
９
６
１

※室内温度が高いと熱中症になる危険性があります。室内温度は28度を目安にし、こまめに水分補給をしてください。
出典：資源エネルギー庁推計　数値は最大需要発生日を想定

（四捨五入の関係で数値は100％になりません）

清掃センターは 24時間稼働しており、たく
さんの電力を使います。少しでも節電するた
めに照明の数を減らしたり、エアコンの種類
を代えたりしました。電力消費が一番多い時
間帯を調べ、焼却施設などの使用時間帯を変
えるなどしてピーク時の電力を減らした結果、
基本料金を下げることができ電気料金を年間
約1,000万円節約できました。

節電への関心が高まっていて、省エネタイプ
の家電製品やＬＥＤ照明、エアコンの電力を
抑えるために併用して使う扇風機などが、よ
く売れています。節電グッズで人気なのはタ
イマー付きコンセント。タイマーをセットし
ておくと自動的に電気を点けたり消したりで
きるので不要な電力をカットでき、待機電力
の消費も減らすことができます。

広報誌で緑のカーテンのことを知り、今年初
めて市の事業に参加して緑のカーテンに挑戦
しています。説明会で教えてもらった通りに
育てたら、約 1カ月半で私の身長よりも大
きく成長しました。私の一番のお気に入りは
室内から見る緑のカーテン。あの優しい色を
見ているだけで癒やされます。室内も涼しく
て、これからも毎年続けたいです。

電力の見直しで約1,000万円の節約 初めて緑のカーテンに挑戦 タイマー付きコンセントで節電

電器販売店勤務

芝 昭
あ き

仁
ひ と
さん

敷根清掃センター（衛生施設課）

小松 輝義（電気技師）、中馬 聡（施設管理グループ長）
緑のカーテン事業参加者（幼稚園経営）

小柳 美代子さん（国分）

節
電
で

地
球
を

守
ろ
う

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
節
電
を
呼
び
か
け
る
報
道
を
、
よ
く
目
に
し
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
な
ぜ
、
今
「
節
電
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

夏の日中（午後２時頃）の消費電力（全世帯平均）

生
活
を
守
る
た
め
に
、
そ
し
て
地
球
を
守
る
た
め
に

家庭でできる節電方法
◦�主電源をこまめに切ったり、コンセ
ントからプラグを抜いたりして待機
電力を減らす。
◦�ご飯は保温するよりレンジで温める。
◦�冷蔵庫にものを詰めすぎない、季節
に合わせて温度調整をする。
◦�冷房の設定温度を28℃にする。
◦�省エネタイプの電化製品に換える。
※�他の節電方法などについては市ホー
ムページでも確認できます。
※�市で行っている出前講座の「ストッ
プ！地球温暖化講座」では、節電方
法などについても紹介していますの
で、ご利用ください。

節電で節約、
そして家族だんらん

Ａさんが、コンセントからプラグを
抜くなどして家族全員で待機電力の節
電に取り組みました。取り組み前の1月
の電気料金は1万3,102円、4月は1万
339円と2,763円の節約に成功。Ａさ
んは「節約したお金で家族旅行に行くの
が目標」と話します。そしてもう一つ節
電でいいことが。電気の使用を減らすた
めに一つの部屋に家族が集まるように
なり、家族だんらんの時間が増えたと喜
んでいました。皆さんも節電で家族の絆
を深めてみませんか？�
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市
教
育
委
員
会
で
は
小
学
校
新

学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
あ

わ
せ
て
、
平
成
22
年
度
末
に
、
市

内
の
全
て
の
小
学
校
に
国
語
・
社

会
・
理
科
・
書
写
・
地
図
帳
の
※

デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
ま
し
た
。

昨
年
夏
に
は
、
市
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
教
職
員
を
対
象
に
デ
ジ

タ
ル
教
材
を
使
っ
た
研
修
会
を
開

き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
進
め
て
い

ま
す
。

視
聴
覚
教
材
の
活
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
中
で
す
で
に
成

果
を
上
げ
て
い
る
の
が
「
自
作
視

聴
覚
教
材
」
で
す
。
多
様
化
す
る

教
育
現
場
で
、
市
販
の
教
材
だ
け

で
は
な
く
地
域
の
魅
力
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
独
自
の
教
材
を
作
り
、

授
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
研
修
会

や
独
自
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す

る
な
ど
視
聴
覚
教
材
の
活
用
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
成
果
も
あ
っ
て

平
成
22
年
度
鹿
児
島
県
自
作
視
聴

覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
霧
島
市

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
前
年
度
に

引
き
続
き
パ
ソ
コ
ン
部
門
最
優
秀

賞
を
獲
得
。
そ
の
他
に
も
市
内
の

教
職
員
や
児
童
生
徒
な
ど
９
人
が

入
賞
し
ま
し
た
。

市
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
名
越

秀
人
指
導
主
事
は
「
学
校
の
状
況

を
知
る
先
生
が
独
自
に
作
っ
た
視

聴
覚
教
材
を
使
う
こ
と
で
、学
級
・

学
校
の
実
態
に
あ
っ
た
授
業
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
期

待
し
て
い
ま
し
た
。

先
生
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

横
川
小
学
校
で
は
、
先
生
た
ち

が
市
の
研
修
会
に
参
加
し
た
り
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
招

い
て
研
修
し
た
り
す
る
な
ど
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
県
自
作
視

聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
２
年

連
続
入
賞
、
昨
年
度
は
２
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。

同
小
の
高
橋
健
一
校
長
は
「
先

生
た
ち
は
休
み
時
間
や
自
分
の
時

間
も
お
し
ま
ず
視
聴
覚
教
材
を

作
っ
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
活

用
に
つ
い
て
研
修
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
は
、
少

し
で
も
分
か
り
や
す
い
授
業
を
し

た
い
と
い
う
先
生
た
ち
の
思
い
が

強
い
か
ら
こ
そ
。
子
ど
も
た
ち
へ

も
そ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
い
る
よ

う
で
、
授
業
へ
の
関
心
が
前
よ
り

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

同
小
で
は
授
業
中
、
先
生
と
子

ど
も
が
笑
顔
で
会
話
を
交
わ
す
場

面
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
は
、
単
な
る
教
育
の
情
報

化
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
子
ど

も
た
ち
を
思
う
先
生
の
愛
情
が
加

わ
っ
て
こ
そ
大
き
な
成
果
が
生
ま

れ
ま
す
。
授
業
中
の
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
は
先
生
の
愛
情
を
感
じ
て

い
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

教
育
現
場
に
起
き
て
い
る
情
報

化
の
波
は
、
授
業
の
可
能
性
を
広

げ
る
だ
け
で
な
く
、
先
生
と
子
ど

も
の
絆
を
さ
ら
に
強
め
て
く
れ
る

も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。

可能性と絆を育
はぐく

む
教育の情報化
今回改訂された新学習指導要領ではＩＣＴ（パソコンやインターネットなどの情報
通信技術）の活用が盛り込まれており、今後はこのＩＣＴを用いた教育も進められて
いきます。市では、どのように対応しているのか教育現場に密着しました。

県自作視聴覚教材コンクール10作品入選

※�教科書をデジタル化したもので、スクリーンや電子黒板などに映して授業ができる。映像や音声、データベー
スなども入っており、場面に合わせて多くの情報を得ることができる。例えば昆虫の羽化の様子を、教科書な
ら数枚の写真を使って紹介していましたが、デジタル教科書なら実際の映像を動画で見ることができ、子ども
たちが状況をイメージしやすくなります。

横川小学校教諭

小山 晃代さん
（コンクール2年連続入賞）

横川小学校５年生

川野 杏
きょう

菜
な

さん
部門 賞 氏　　名

パソコン

最優秀賞 霧島市メディアセンター
優秀 益永　秀一（国分北小）
優良 大谷　佳子（日当山小）
優良 徳重　信二（横川小）
努力 大木　格 （日当山小）
努力 小山　晃代（横川小）

児童生徒
パソコン

優秀 久永　珠歌（佐々木小）
優良 田方のぞみ（持松小）

児童生徒
動画

優秀 坂田　征那（隼人中）
努力 坂田　佳奈（宮内小）

デ
ジタル機器を使うことで、
これまでよりも視覚に訴え

る授業ができるようになりました。
画面に映しながら説明できるので、
子どもたちの顔を見る機会が増え、
前よりも状況を把握しながら授業
をすることができます。

電 子黒板やデジタル教科書を
使うようになって、教科書

に載っていないことを学べたり、
自分の書いたノートを画面に映し
出して教えてもらえたりするので、
今まで以上に授業が分かりやすく
楽しくなりました。

INTERVIEW

平成22年度　鹿児島県自作視聴覚教材コンクー
ル入賞者（霧島市関係者）
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２
デ
シ
ベ
ル
増
加
し
ま
す
が
、
廃
棄
物
運
搬

車
両
は
一
日
あ
た
り
2
台
（
往
復
4
台
）
の

み
の
通
行
の
た
め
、
騒
音
レ
ベ
ル
の
増
加
は

な
い
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
の

予
測
値
も
環
境
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

《
振
動
》

【
建
設
工
事
に
よ
る
振
動
】

現
場
か
ら
最
も
近
い
民
家（
約
２
１
０
ｍ
）

を
対
象
に
予
測
し
ま
し
た
。

振
動
は
距
離
が
離
れ
る
こ
と
で
振
動
レ
ベ

ル
は
減
少
し
、
工
事
に
よ
り
付
加
さ
れ
る
震

動
レ
ベ
ル
は
０
・
３
デ
シ
ベ
ル
で
、
人
間
が

振
動
を
感
じ
る
55
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
あ
り
、

規
制
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

【
施
設
の
供
用
に
よ
る
振
動
】

施
設
の
供
用
に
よ
り
付
加
さ
れ
る
振
動
レ

ベ
ル
は
０
・
１
デ
シ
ベ
ル
で
、
人
間
が
振
動

を
感
じ
る
55
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
あ
り
、
規
制

基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

【
工
事
車
両
・
廃
棄
物
車
両
に
よ
る
振
動
】

工
事
用
車
両
の
走
行
で
現
況
に
比
べ
０
・

４
デ
シ
ベ
ル
増
加
し
ま
す
が
、
廃
棄
物
運
搬

車
両
は
一
日
あ
た
り
2
台
（
往
復
4
台
）
の

み
の
通
行
の
た
め
、
振
動
レ
ベ
ル
の
増
加
は

な
い
と
予
測
さ
れ
、
い
ず
れ
の
予
測
値
も
規

制
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

《
悪
臭
》

【
施
設
の
供
用
に
よ
る
悪
臭
】

飛
灰
固
化
物
（
埋
め
立
て
物
）
か
ら
は
悪

臭
の
発
生
は
な
く
、
専
用
の
袋
に
入
れ
、
さ

ら
に
被
覆
型
の
処
分
場
に
入
れ
る
こ
と
で
悪

臭
に
よ
る
周
辺
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
水
質
》

【
施
設
の
供
用
に
よ
る
河
川
な
ど
の
水
質
】

処
分
場
建
屋
で
は
、
浸
出
水
を
発
生
さ
せ

る
よ
う
な
散
水
は
行
わ
な
い
の
で
、
浸
出
水

が
発
生
す
る
こ
と
は
な
く
、
水
処
理
施
設
を

設
置
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
処
理
水
な

ど
を
下
流
の
公
共
用
水
域
へ
放
流
す
る
こ
と

も
な
く
、
水
質
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
地
下
水
》

【
施
設
の
存
在
に
よ
る
地
下
水
の
水
質
】

浸
出
水
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
散
水
は
行

わ
な
い
の
で
、
外
へ
水
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

処
分
場
の
漏
水
対
策
な
ど
に
つ
い
て
は
図

の
よ
う
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
シ
ー
ト
を

二
重
に
敷
き
ま
す
。
さ
ら
に
安
全
性
を
高

め
る
た
め
に
そ
の
下
に
自
己
修
復
マ
ッ
ト

（
シ
ー
ト
が
万
一
、
破
損
し
水
が
漏
れ
た
際

に
は
そ
の
破
損
箇
所
を
修
復
す
る
機
能
が
あ

る
マ
ッ
ト
）
を
敷
設
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
処
分
場
の
外
へ
水
が
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
地
下
水
の
流
れ
へ
の
影
響
】

処
分
場
の
存
在
に
よ
っ
て
地
下
水
の
流
れ

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
新
た

に
地
下
水
集
排
水
管
を
敷
設
し
ま
す
。

ま
た
、
処
分
場
の
基
礎
は
支
持
層
ま
で
杭

を
打
設
す
る
計
画
で
す
。
地
下
水
は
杭
の
間

を
流
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
対
策
に

よ
り
、
地
下
水
の
流
れ
を
阻
害
す
る
こ
と
は

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

《
植
物
に
つ
い
て
》

【
植
物
へ
の
影
響
】

整
備
に
よ
り
、
生
息
が
困
難
に
な
る
植
物

は
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
や
ツ
ク
シ
ア
ブ
ラ
ガ
ヤ
な

ど
５
種
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ツ
ル
ニ

ン
ジ
ン
に
つ
い
て
は
、
敷
地
造
成
工
事
区
域

内
で
の
み
生
息
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
近
く

の
生
息
可
能
な
場
所
に
移
植
し
ま
す
。

他
の
種
に
つ
い
て
は
、
別
の
場
所
で
も
生

息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
保
全
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

《
活
断
層
に
つ
い
て
》

活
断
層
に
つ
い
て
は
、
現
地
踏
査
お
よ
び

文
献
・
資
料
に
よ
り
把
握
し
ま
し
た
。
現
地

踏
査
で
は
、
候
補
地
に
活
断
層
は
確
認
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
文
献
に
よ
れ
ば
、

候
補
地
か
ら
半
径
２
㌔
内
に
活
断
層
は
確
認

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
》

近
辺
に
は
中な

か

柚ゆ
の

木き

遺
跡
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
が
、
候
補
地
内
に
は
、
遺
跡

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事
業
着
手
前
に

市
教
育
委
員
会
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

※�

詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７

月
26
日
ま
で
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

◦�

場
所
＝
環
境
衛
生
課
お
よ
び
福
山
総
合
支

所
市
民
福
祉
課

◎�

＝
環
境
衛
生
課
☎（
45
）５
１
１
１
（
内

線
１
７
０
２
・
１
０
８
１
）

一
般
廃
棄
物
管
理
型

最
終
処
分
場
整
備
に
よ
る

生
活
環
境
へ
の

影
響
調
査
結
果
（
概
要
）

Survey results

こ
れ
ま
で
、
広
報
誌
な
ど
で
も
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
霧
島
市
に
は
、
埋
め
立

て
可
能
な
一
般
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場

が
な
い
た
め
、
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
敷
根

清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
焼
却
し
た
時
に
発
生

す
る
飛ひ

灰ば
い

（
固
化
物
）
は
、
県
外
の
民
間
業

者
の
最
終
処
分
場
に
搬
出
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
処

計
画
施
設
は
、
飛
灰
固
化
物
を
搬
入
し
て

埋
め
立
て
ま
す
。
固
化
物
は
敷
根
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
専
用
の
袋
に
詰
め
て
、
処
分
場
に
搬

入
し
ま
す
。
計
画
施
設
は
被
覆
型
処
分
場
で

あ
り
、
専
用
の
袋
に
入
れ
た
状
態
で
置
か
れ

る
こ
と
か
ら
、
粉
じ
ん
の
発
生
は
な
く
、
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
工
事
車
両
・
廃
棄
物
車
両
に
よ
る
影
響
】

工
事
車
両
は
窒
素
酸
化
物
が
５
・
１
％
、

浮
遊
粒
子
状
物
質
が
４
・
９
～
５
・
１
％
増

加
し
、
廃
棄
物
運
搬
車
両
は
一
日
あ
た
り
2

台
程
度
（
往
復
４
台
）
と
少
な
い
た
め
、
窒

素
酸
化
物
も
浮
遊
粒
子
状
物
質
も
０
・
３
％

し
か
増
加
せ
ず
、
影
響
は
極
め
て
わ
ず
か
で
、

環
境
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

《
騒
音
》

【
建
設
工
事
に
よ
る
騒
音
】

工
事
現
場
か
ら
最
も
近
い
民
家
（
約
２
１

０
ｍ
）
を
対
象
に
予
測
し
ま
し
た
。

騒
音
は
距
離
が
離
れ
る
こ
と
で
騒
音
レ
ベ

ル
は
減
少
し
、
工
事
に
よ
り
付
加
さ
れ
る
騒

音
レ
ベ
ル
は
５
・
３
デ
シ
ベ
ル
で
、
環
境
基

準（
Ａ
類
型
）55
デ
シ
ベ
ル
を
下
回
り
ま
し
た
。

【
施
設
の
供
用
に
よ
る
騒
音
】

施
設
の
供
用
に
よ
り
付
加
さ
れ
る
騒
音
レ

ベ
ル
は
１
・
８
デ
シ
ベ
ル
で
、環
境
基
準
（
Ａ

類
型
）
55
デ
シ
ベ
ル
を
下
回
り
ま
し
た
。

【
工
事
車
両
・
廃
棄
物
車
両
に
よ
る
騒
音
】

工
事
用
車
両
の
走
行
で
現
況
に
比
べ
０
・

理
は
そ
の
市
町
村
で
行
う
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
お
り
、
市
で
は
福
山
町
福
山
を
候
補

地
と
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
環
境
へ
の
影
響
調
査

最
終
処
分
場
整
備
に
よ
る
生
活
環
境
へ
の

影
響
を
、
環
境
省
が
定
め
た
調
査
項
目
を
基

に
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地
元
の

皆
さ
ま
に
は
各
調
査
の
立
ち
会
い
を
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
結
果
は
中
間
報
告
会
で
２
回

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
最

終
結
果
が
出
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

《
大
気
質
》

【
施
設
の
供
用
に
よ
る
影
響
】

飛灰固化物は専用の袋に詰め
られて保管される

福岡県宗像市にある最終処分場、霧島市が計画している施設と
同じ被覆型処分場

7  Kirishima City Public Relations, 2011.7, Japan 広報きりしま  6



霧 島 か わ ら 版

ホタルの飛び交う
環境づくり

ホタル観賞イベントが６月11
日、霧島桂内地区で開かれました。
当日はあいにくの天気でホタルの
観賞はできませんでしたが、霧島
小学校の体育館では児童による逆

さ か

鉾
ほ こ

太鼓の披露や地元の方による芸能発表、健康体操指導などがあり、多く
の地元住民が参加。手作りそばやおにぎりを食べながら、楽しいひととき
を過ごしました。松元繁明自治公民館長は「２年前からホタルの餌になる
カワニナを放っています。観賞会を開いたのは今年が初めて。これからも
ホタルの飛び交う美しい自然と環境を守っていきたい」と話していました。

元プロ野球選手に
大興奮

元プロ野球選手の村田兆
ちょう

治
じ

さん
による野球教室が6月18日、国分運
動公園で開かれ、市内の野球ス
ポーツ少年団13チーム171人が参
加。村田さんは「失敗から学ぶこ

とがある。チャレンジすることを忘れないでほしい」とアドバイスしていま
した。直接指導を受けた日当山小の石神駿介君は「元プロ野球選手に教えて
もらって夢のよう。自分でも気が付かない癖を指摘してもらい勉強になりま
した」と喜んでいました。同教室はＪＡあいらが東日本大震災復興チャ 
リティーとして開催、集まった募金は岩手県の野球協会に贈られました。

い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
生
か
し
て
、

い
の
ち
を
救
う

霧
島
市
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
作
製

毎週土曜日は
「スッキリ!!きりしまの日」
霧島の魅力満載の７コース

夏は涼しく霧島で

突
然
死
。
身
近
な
人
が
突
然
倒
れ

た
と
き
は
、
早
期
通
報
や
早
期
処

置
な
ど
が
重
要
で
、
心
肺
停
止
時

に
有
効
な
医
療
機
器
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
で
す
。

市
消
防
局
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場

所
を
示
し
た
地
図
を
作
製
し
（
監

修
・
岩
船
昌ま

さ

起き

志
學
館
大
学
准
教

授
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

地
図
に
は
１
８
０
施
設
（
１
９

７
台
）
が
「
24
時
間
使
用
可
能
」、

生
活
習
慣
病
な
ど
と
の
関
わ
り

で
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
る

「
昼
間
に
使
用
可
能
」、「
施
設
外

で
使
用
不
可
」
の
３
つ
に
色
分
け

さ
れ
、
住
所
、
電
話
番
号
、
使
用

可
能
時
間
、
施
設
内
の
設
置
場
所

な
ど
の
情
報
と
と
も
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
説
明
す
る

出
前
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
事
前

の
学
習
、
事
前
の
設
置
場
所
確
認

コース名 開催日 内容 定員 集合時間・場所

1 霧島神宮駅コース 8/6、9/3
空中散歩と遊覧リフトでジ
オ大パノラマを体感！七不
思議とパワースポット

70人 10:20
霧島神話の里公園

2 霧島温泉駅・
柳ヶ平コース 7/9、8/13、

9/10
セラピーランチに立寄湯！
霧島の森林セラピー
ロードを歩こう！

30人 11:10
関平鉱泉販売所

3 霧島温泉駅・
丸尾コース 30人 11:20

霧島温泉市場

4 嘉例川駅コース 7/16、8/20、
9/17

龍馬ランチに龍馬の散歩道
満喫プラン 30人 10:30

嘉例川駅

5 隼人・
日当山駅コース

7/23、8/27、
9/24

西郷どんも癒した
日当山を訪ねて
地元めしと歴史散歩

40人 10:30
隼人駅

6 大隅横川駅コース 7/30
横川の魅力を堪能！
貸切バスで行く！
よっがわミステリー涼行

30人 9:50
大隅横川駅

7 国分駅コース 7/30 縄文文化と
福ふく酢っ霧ツアー 50人 10:00

国分駅

【コース紹介】

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

催
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
７
つ
。
ど
れ
も
霧
島

の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
で
、
歴
史
や

自
然
を
体
感
で
き
ま
す
。
全
て
の

コ
ー
ス
に
ガ
イ
ド
が
付
く
の
で
、

新
た
な
魅
力
を
発
見
し
た
り
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん

だ
り
、
充
実
の
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◦�

参
加
料
＝
２
０
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

霧
島
お
も
て
な
し
ク
ー
ポ
ン

ツ
ア
ー
当
日
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し

て
来
ら
れ
た
方
に
は
、
市
内
の
ホ

テ
ル
・
旅
館
・
飲
食
店
・
観
光
施

設
な
ど
で
使
え
る
２
０
０
０
円
分

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

霧
島
で
ス
ッ
キ
リ
楽
し
い
夏
の

思
い
出
づ
く
り
に
、
ご
家
族
、
お

友
達
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

※�

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（「
い
ざ
霧
島
」
で

検
索
）

◎�

＝
い
ざ
霧
島
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
観

光
協
会
内
）
☎（
78
）２
１
１
５

CIVIC NEWS

駅
周
辺
の
活
性
化
に
取
り
組
む

地
域
の
皆
さ
ん
や
観
光
業
の
皆
さ

ん
な
ど
で
組
織
す
る
い
ざ
霧
島

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
で

は
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
効
果

の
拡
大
と
新
燃
岳
噴
火
に
よ
る
風

評
被
害
で
落
ち
込
む
霧
島
の
観
光

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
６
月
か

ら
９
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
を

「
ス
ッ
キ
リ
‼
き
り
し
ま
の
日
」

と
し
て
体
験
型
観
光
ツ
ア
ー
を
開

市ホームページに掲載されているＡＥ
Ｄマップ（ホーム→消防局トップページ
→霧島市ＡＥＤマップ）

全国からの善意が
空振被害の家庭に届く

市では５月17日までに全国か
ら寄せられた新燃岳噴火による義
援金416件約1,116万円を被災さ
れた家庭や事業所に配分すること
を５月の臨時議会で決定しました。

６月17日には空振で被害にあった牧園町高千穂の前田敦郎さん宅に市から
義援金が届けられました。義援金は一般住宅のガラス1枚につき5,000円、
一般住宅以外の施設がガラス1枚につき10,000円（上限50万円）。前田さん
は「窓ガラスが割れサッシも曲がって無残な状態でした。東日本大震災で大
変な時期にも関わらず、見舞金をいただけてありがたい」と話していました。

DVDで
元気な霧島をPR

南九州ケーブルテレビネット㈱
は6月15日、霧島の魅力を詰め込
んだ「霧島観光支援VTR『元気で
す霧島！』」（10分番組）のDVD70
枚を市と観光協会に贈りました。

新燃岳噴火による風評被害などで霧島の観光が落ち込むなか、元気な霧
島をPRしようと制作したもので、全国のケーブルテレビでも放送され
ています。DVDは市内の旅館やホテルでの館内放送などで利用される
他、市ではホームページで動画配信します。山口馨

かおる

社長（写真右）は「元
気な霧島を発信し、観光客が増えることを期待します」と話していました。

※健康マイレージ対象事業です

霧島神宮駅コースの様子（６月４日実施）
❶霧島の七不思議に興味津々
❷ �390㍍のスーパースライダーに子どもも大喜び
（霧島神話の里公園）
❸ガイドから霧島神宮の歴史を学ぶ参加者

❶❸

❷
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天降川小学校
自然学習

天
降
川
小
学
校
は
平
成
22
年
に

新
し
く
創
立
さ
れ
、
現
在
６
４
４

人
（
男
子
３
３
４
人
・
女
子
３
１

０
人
）
の
児
童
が
学
ん
で
い
ま
す
。

建
物
の
特
徴
は
、
環
境
学
習
に

も
活
用
で
き
る
太
陽
光
発
電
が
設

置
さ
れ
、
屋
上
の
一
部
に
は
校
舎

内
の
温
度
を
下
げ
る
た
め
の
芝
広

場
を
整
備
、
ま
た
緑
の
芝
生
の
中

に
天
降
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
通
路

も
あ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
学
校

で
す
。

同
校
で
は
、「
古

い
に
し
えに
学
び
、
今

を
見
つ
め
、将
来
に
生
か
す
力『
生

き
抜
く
力
』
の
育
成
」
を
教
育
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て
考
え
る

同
校
の
４
年
生
は
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
「
天
降
川
探
検
」
と

い
う
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
学
習

内
容
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
校
区
の
環
境
な
ど
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
ま
た
自

ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
の
方
法

で
調
べ
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
本

で
天
降
川
の
特
徴
や
生
物
の
こ
と

に
つ
い
て
調
べ
、
自
分
が
調
べ
た

い
課
題
を
決
め
ま
す
。
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
発
表
の
た
め
の
取
材
活

動
や
、
市
の
出
前
講
座
な
ど
も
活

用
し
て
勉
強
し
ま
す
。
最
後
に
、

天
降
川
に
つ
い
て
自
分
た
ち
が
感

じ
た
こ
と
、
初
め
て
知
っ
た
こ
と

を
発
表
し
ま
す
。

末
永
康や

す

隆た
か

校
長
は
、「
自
分
で

進
ん
で
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
お

の
ず
と
考
え
る
力
が
つ
き
、
成
長

し
ま
す
。
こ
の
授
業
を
通
じ
て
児

童
が
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
関
心

を
持
ち
、
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

自然に学び成長する学校
郷土に学ぶことが一番

天降川について学習する4年生

今回「天降川探検」という授業で、環境について勉
強しました。図書館の本や、使い慣れていないインター
ネットを使って、自分たちの近くにある天降川について
調べました。すると、今まで知らなかった、いろいろな
生物や天降川の歴史を知ることができました。とても勉
強になり楽しかったです。これからは、僕たちの天降川
小学校や天降川を皆で協力して少しずつ、ごみを少な
くして楽しく遊べるきれいな場所にしていこうと思います。
そうすれば天降川は、もっと魚も増えてくると思います。

◎
天
降
川
小
学
校　

４
年

狩か
り

行ぎ
ょ
う

紀と
し

希き

君

死んでから50年後の世界に蘇（よみがえ）っ
たピアニスト・アルトゥアは、音大生たちと共
同生活を始めるが…。過去に置いてきた
“謎”が奏でる、秘密と再会の物語。

この世の涯
は

てまで、よろしく
フレドゥン・キアンプール 作

癒やしの空間で読書はいかがですか
【刑事のまなざし】薬丸　岳、【我が家
の問題】奥田英朗、【寒灯】西村賢太、
【ゴランノスポン】町田　康、【明日なき
時代の養生】五木寛之、【夏を涼しく暮
らす150のルール】省エネルギーセンター、
【自分を育てる読書のために】脇　明子、
【夏のサイン】最上一平、【ルルとブロン
トサウルス】ジュディス・ヴィオースト、【わ
たしの　にわ】ケビン・ヘンクス、【海を
わたったヒロシマの人形】指田　和、【ね
このうたたね】どいかや

図書館
へ

行こう

最
高
の
環
境
で
お
出
迎
え

溝
辺
図
書
室

溝
辺
図
書
室
は
南
に
桜
島
、
北

に
霧
島
連
山
を
一
望
で
き
る
風
光

明
媚
な
地
。
上
床
公
園
の
溝
辺
公

民
館
内
（
み
そ
め
館
）
に
あ
り
ま

す
。室

内
に
一
歩
入
る
と
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
が
、
爽
や
か
な
印

象
の
白
い
壁
と
ア
ー
チ
型
の
天
井
。

開
放
感
あ
ふ
れ
る
室
内
に
は
、
き

れ
い
に
陳
列
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の

本
と
手
作
り
の
飾
り
。
利
用
者
に

最
高
の
雰
囲
気
の
中
で
読
書
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
職
員
が
月

ご
と
に
、
季
節
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

手
作
り
の
飾
り
で
室
内
を
彩
り
ま

す
。溝

辺
図
書
室
職
員
の
徳
重
君
子

さ
ん
は
「
楽
し
ん
で
読
書
が
で
き

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
す
。

７
月
は
七
夕
飾
り
で
皆
さ
ん
を

お
出
迎
え
。
季
節
感
漂
う
、
お
も

て
な
し
の
心
が
詰
ま
っ
た
溝
辺
図

書
室
で
、
お
気
に
入
り
の
一
冊
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

開館時間変更のお知らせ
国分図書館

７月16日（土）、17日（日）の開
館時間を午前９時30分～午後５
時に変更します。（通常は午前９
時30分～午後９時）
◎� ＝国分図書館／☎（64）
0918

臨時休館のお知らせ
隼人図書館

＜図書館燻蒸消毒＞
◦�期間＝8月13日（土）～15日
（月）

＜図書整理＞
◦�期間＝9月6日（火）、7日（水）
◎� ＝隼人図書館／☎（43）
7574

※他の図書室は通常どおりの開館です。

溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（78）3349
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

おすす
めの

1冊

イベント名 日　　時〔対　象〕 場　所
赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
(りんごの木) ８月１日（月）10:30 ～ 11:00

国分図書館幼児と小学生のためのおはなしの部屋
(りんごの木) ８月６日（土）10:30 ～ 11:30

ほるとの森おはなし会 ７月９日（土）・23日（土）、8月13日（土）・27日（土）14:00 ～ 14:30

おはなしの部屋
８月４日（木）16:00 ～ 16:30〔幼児〕
８月５日（金）11:00 ～ 11:30〔赤ちゃん〕
７月17日（日）・８月21日（日）11:00 ～ 11:30〔幼児･小学生〕

隼人図書館

おはなし会（おはなしの会さんぽ道) ７月16日（土）、８月20日（土）14:00 ～ 15:00 横川図書室

えほん･わらべうたのへや（紙ふうせん) ７月13日（水）10:30 ～ 11:30
霧島図書室

おはなしの時間(紙ふうせん) ７月18日（月）15:30 ～ 16:30

おはなし広場 ７月23日（土）10:00 ～ 11:30 福山図書室

室内はきれいにレイアウト

徳重さんの手作り歳時記は溝
辺図書室の楽しみの一つ

季
節
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
飾
り

本
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
一
工
夫

手作りの飾りが室内を彩る

11  Kirishima City Public Relations, 2011.7, Japan 広報きりしま  10

i
n

t
r

o
d

u
c

t
i

o
n



タ
ケ
ノ
コ
の
王
様
、
大
名
筍
。
鹿

児
島
な
ど
で
は
「
で
め
だ
け
」
と
も

呼
ば
れ
、
煮
て
も
よ
し
焼
い
て
も
よ

し
と
、
煮
し
め
や
天
ぷ
ら
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
わ
れ
て
い
る
食

材
の
一
つ
で
す
。

「
大
名
筍
の
特
徴
は
、
他
の
タ
ケ

ノ
コ
と
比
べ
、
香
り
が
と
て
も
良
く
、

あ
く
が
少
な
い
こ
と
。
ま
さ
に
、
天

下
一
品
で
す
」
と
絶
賛
す
る
の
は
、

福
山
町
佳
例
川
地
区
の
板
元
多た

津づ

子こ

さ
ん
。

大
名
筍
の
収
穫
時
期
は
、
６
月
初

旬
か
ら
７
月
下
旬
で
、
長
さ
30
㌢
か

ら
50
㌢
ぐ
ら
い
の
も
の
が
い
い
と
い

わ
れ
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
は
食
物
繊
維
が
豊
富
な

食
材
で
、
血
糖
値
の
上
昇
を
防
ぎ
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
排
出
を
促
す
効

果
が
あ
り
ま
す
。
大
腸
が
ん
や
糖
尿

病
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
を
予
防
す

る
効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

板
元
さ
ん
は
自
宅
内
に
、
昔
か
ら

の
夢
で
あ
っ
た
加
工
場
「
け
せ
ん
工

房
」
を
8
年
前
に
つ
く
り
ま
し
た
。

ゆ
べ
し
・
け
せ
ん
団
子
な
ど
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
加
工
品
を
、
食
卓
や

福
山
町
ふ
く
ふ
く
ふ
れ
あ
い
館
に
届

け
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
あ
ず
き
が
好

き
だ
っ
た
私
の
た
め
に
母
が
よ
く
、

け
せ
ん
の
葉
を
使
っ
て
、
け
せ
ん
団

子
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
味

を
思
い
出
し
、
け
せ
ん
工
房
と
い
う

名
前
に
し
ま
し
た
。
母
は
私
の
目
標
。

子
ど
も
や
孫
に
も
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
母
の
味
を
引
き
継
ぎ
た
い
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

ま
た
、
長
女
の
飯
田
美
津
代
さ
ん

は
「
母
の
味
が
大
好
き
。
し
っ
か
り

と
学
び
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

食
の
伝
承
は
命
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は

何
を
伝
え
ま
す
か
。

〈作り方〉① �もち米は洗って一晩、米は1時間程浸し水を切っておく。
	 ② �シイタケは、水に戻し千切り。ゴボウはささがき、ニンジンは斜め薄切り。
	 ③ �鶏肉はさっと炒め、ゴボウ・シイタケ・ニンジン・タケノコ・山菜を入れ、だし

汁に調味料を加えて煮込む。
	 ④ �これを①と混ぜて蒸す。蒸し器で30～40分（途中1回煮汁をかけて蒸す）

〈材　料〉もち米1.5㎏、米500g、大名筍200g、ゴボウ250g、シイタケ25g、ニンジン250g、
山菜200g、鶏もも肉500g、春物の野菜、だし汁（シイタケ）400cc、しょうゆ（薄口）
200cc、酒50cc、砂糖40cc、みりん40cc

煮
て
も
、焼
い
て
も

お
い
し
い
大
名
筍

母 ・板元多津子さん（中央）

長女・飯田美津代さん（左）

次女・田村由美子さん（右）

今
が
旬
の
大
名
筍

レ シ ピ◎山菜おこわ

◎環霧島会議構成市町のイベントなどをご紹介します。

※�

「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島
市
、
曽
於
市
と
宮
崎
県

の
都
城
市
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
５
市
１
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の

市
の
「
え
び
の
高
原
」
と
「
え
び

の
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
」
で
す
。

え
び
の
高
原

え
び
の
高
原
は
、
霧
島
屋
久
国

立
公
園
内
に
あ
り
、
周
囲
を
韓
国

岳
、
え
び
の
岳
、
白
鳥
山
、
甑
岳

に
囲
ま
れ
た
、
韓
国
岳
爆
裂
火
口

の
崩
壊
堆
積
物
や
周
辺
火
口
湖
の

噴
出
物
で
で
き
た
扇
状
地
性
の
山

間
盆
地
全
体
を
指
し
ま
す
。

高
原
北
部
に
不
動
池
、
六
観
音

御
池
、
白
紫
池
な
ど
の
火
口
湖
が

あ
り
、
池
を
巡
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
は
「
美
し
い
日
本
の
歩
き

た
く
な
る
み
ち
５
０
０
選
」
に
も

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

え
び
の
高
原
周
辺
の
丘
陵
地
は

ア
カ
マ
ツ
な
ど
が
広
が
っ
て
お
り

「
森
林
浴
の
森
１
０
０
選
」
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
で

も
え
び
の
高
原
近
辺
に
し
か
自
生

し
な
い
ノ
カ
イ
ド
ウ
（
国
の
天
然

記
念
物
）
や
火
山
特
有
の
植
物
で

あ
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
落
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

EVENTS環 霧 情 報

・�日時＝８月６日(土)　午後５時40分から
・�場所＝都城市中央通り周辺
・�内容＝安久節・サンバヤッサヤッサの踊り連、ヤッ
サヤッサパフォーマンス、まつり広場（太鼓やカラ
オケの披露、飲食ブース）など

◎ ＝盆地まつり実行委員会 ☎0986（25）1405◎ ＝野尻町総合案内所 ☎0984（44）3004

都城市

第38回 盆地まつり
中央通り（国道10号）が歩行者天国になり、まつり
広場では多彩な催しが行われる都城盆地最大の夏祭
り。2,000人以上が練り歩く「踊り連」は見ものです。

小林市

第27回 のじり湖祭

・�日時＝7月30日（土）午後1時～ 9時　※荒天順延
31日（日）

※�女尻相撲大会の参加受付時間は、大人の部・小学生
の部共に午後1時～ 2時までで、先着50人。
・�場所＝のじりこぴあ野外ステージ
●見どころ
昼の部：商工会商業祭（抽選会あり）、中国雑技団
夜の部：第21回女尻相撲大会

花火と響座太鼓のコラボレーション（午後8
時20分頃から）

祝!日本ジオパーク認定

え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

え
び
の
高
原
内
に
あ
り
、
標
高
約

１
２
０
０
㍍
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

夏
は
日
中
の
平
均
気
温
が
約
24
度

と
過
ご
し
や
す
く
、
避
暑
地
と
し

て
県
内
外
か
ら
多
く
の
利
用
者
が

訪
れ
ま
す
。

春
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や
ノ
カ

イ
ド
ウ
、
夏
の
緑
と
入
道
雲
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の

樹
氷
な
ど
、
四
季
折
々
の
移
ろ
い

ゆ
く
季
節
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
テ
ン
ト
サ
イ
ト
と
ケ
ビ

ン
で
は
、
自
然
の
ア
カ
マ
ツ
と
ク

マ
ザ
サ
に
囲
ま
れ
、
快
適
に
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
全
国
で
も
珍
し
い
「
か
け

流
し
温
泉
」
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場

と
し
て
も
有
名
で
す
。

え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
村
で
、

大
自
然
の
中
の
ひ
と
と
き
を
、
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

・

＝
え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ

場
☎
０
９
８
４（
33
）０
８
０
０

自然のアカマツに
囲まれたケビン群
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３
年
前
枕
崎
空
港
で
実
施
し
た
試
験
飛
行
の
様
子

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
研
究
部
を
存
続
さ
せ
た
の
は
部
員
全
員
の
飛

行
機
へ
の
愛
着
と
飽
く
な
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
し
た
。

下
髙
原
さ
ん
は
「
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ろ
ん
な
も
の
が
変
わ
り

ま
し
た
。
一
番
は
自
分
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
先
輩
か

ら
受
け
継
い
で
改
良
を
重
ね
て
き
た
こ
の
機
体
が
、
全
国
の
舞
台

で
挑
戦
で
き
る
と
考
え
た
だ
け
で
や
る
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。
部

員
も
４
人
か
ら
13
人
に
増
え
、
４
年
生
の
先
輩
や
部
員
以
外
の
人

も
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
す
。
少
し
で
も
遠
く
に
飛
ぶ
た
め
に
、

翼
の
細
か
い
部
分
を
修
正
し
た
り
、
プ
ロ
ペ
ラ
や
胴
体
フ
レ
ー
ム

を
調
整
し
直
し
た
り
、
毎
日
授
業
の
あ
と
夜
の
11
時
く
ら
い
ま
で
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

そ
ん
な
彼
ら
の
頑
張
り
を
支
え
、
温
か
く
見
守
る
人
が
い
ま

す
。
顧
問
の
酒
井
謙
二
教
授
で
す
。「
技
術
的
な
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

彼
ら
は
精
神
的
に
も
成
長
し
て
い
ま
す
。
本
番
の
よ
う
に
飛
ぶ
練

習
は
で
き
な
い
の
で
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
に
な
り
ま
す
が
、
成
功
し

て
も
失
敗
し
て
も
こ
の
経
験
は
彼
ら
の
財
産
に
な
る
で
し
ょ
う
」

第
一
工
大
が
出
場
す
る
の
は
大
会
２
日
目
、
７
月
31
日
。

「
今
、
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て
一
つ
の
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

空
を
飛
び
た
い
と
い
う
純
粋
な
思
い
が
大
き
な
力
に
な
り
、
周
り

の
支
え
と
声
援
で
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
５
年
前
、

鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
動
き
出
し
た
先
輩
た
ち
が
い
な
け

れ
ば
、
今
回
の
挑
戦
は
あ
り
ま
せ
ん
。
５
年
間
か
か
わ
っ
た
全
て

の
人
た
ち
の
思
い
を
乗
せ
て
、
大
空
の
下
、
大
き
く
羽
ば
た
き
た

い
」
と
機
体
を
見
な
が
ら
話
す
下
髙
原
さ
ん
。
そ
の
表
情
は
、
や

る
気
と
希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
飛
行
機
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
第

一
工
業
大
学
航
空
工
学
科
３
年
の
下し

も

髙た
か

原は
ら

賢け
ん

人と

さ
ん
で
す
。
彼
が

部
長
を
務
め
る
同
大
学
の
航
空
機
設
計
研
究
部
は
、
７
月
30
、
31

日
に
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
「
第
34
回
鳥
人
間

コ
ン
テ
ス
ト
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
と
は
、
自
作
人
力
飛
行
機
に
よ
る
飛
行
距

離
や
飛
行
時
間
を
競
う
大
会
で
、
工
業
系
の
大
学
を
中
心
に
「
自

分
た
ち
で
作
っ
た
機
体
で
空
を
飛
び
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ

た
チ
ー
ム
が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
り
ま
す
。
第
一
工
大
が
出
場
す

る
の
は
飛
行
距
離
を
競
う
「
人
力
プ
ロ
ペ
ラ
機
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
部

門
」。
軽
量
化
に
こ
だ
わ
っ
た
機
体
は
総
重
量
46
㌔
で
、
カ
ー
ボ

ン
製
の
パ
イ
プ
を
軸
に
リ
ブ
（
骨
格
）
を
つ
け
、
透
明
の
フ
ィ
ル

ム
で
覆
っ
た
全
長
30
㍍
の
翼
が
付
き
ま
す
。
今
、
大
会
に
向
け
部

員
全
員
で
機
体
の
最
終
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
一
工
大
は
、
過
去
に
３
回
ほ
ど
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、
10
年
以
上
前
の
大
会
を
最
後
に
出
場
を
目
指
す

学
生
が
い
な
く
な
り
、
活
動
休
止
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

５
年
前
、
出
場
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
っ
た
学
生
が
集
ま

り
、
再
始
動
。
機
体
の
設
計
、
製
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
入
学
し
て
す
ぐ
こ
の
研
究
部
に
入
り
ま
し
た
。
鳥
人
間
コ
ン

テ
ス
ト
は
昔
か
ら
テ
レ
ビ
で
見
て
い
て
、
自
分
も
出
場
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
書
類
審
査
で
の
落
選
が
続
き
、
そ

の
反
省
点
を
も
と
に
昨
年
設
計
を
手
直
し
。
さ
ら
に
改
良
を
重
ね
、

今
年
や
っ
と
念
願
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
部
員
の
少
な
か
っ
た

時
期
も
あ
り
苦
労
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
飛
行
機
が
好
き
で
夢
を

諦
め
た
く
な
か
っ
た
。
出
場
で
き
る
と
聞
い
た
と
き
は
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
下
髙
原
さ
ん
は
喜
び
ま
す
。

機
体
に
乗
っ
て
ペ
ダ
ル
を
こ
ぐ
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
２
年
生
の
菅す

が

原わ
ら

大だ
い

さ
ん
。
部
員
が
４
人
し
か
い
な
か
っ
た
時
代
を
乗
り
越
え
て
き

た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
す
。
当
時
は
人
手
が
足
り
ず
、
機
体
の
製

作
も
運
搬
も
一
苦
労
で
、
な
か
な
か
作
業
が
進
ま
な
か
っ
た
と
い

たくさんの思いを乗せて
今、大空へ羽ばたく

THE SCENE

霧島に生きる

Profile

下
髙
原
賢
人
さ
ん
（21）

指
宿
市
出
身
。小
さ
い
頃
か
ら
飛
行
機
が
好
き

で
、
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
で
よ
く
遊
ん
で
い
た
。そ

れ
は
現
実
的
な
夢
に
つ
な
が
り
、航
空
機
の
整
備

士
を
目
指
し
第
一
工
業
大
学
航
空
工
学
科
に
入

学
。現
在
、
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
本
番
に
向
け
て

機
体
の
最
終
調
整
に
奮
闘
中
。

航空機設計研究部の皆さん
（写真前列右：下髙原さん、前
列中央：菅原さん）

胴体フレームの調整作業
（写真中央：菅原さん）

試験飛行のため機体を
組み立てる

学生に指導する酒井教授
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シリーズ絆 ❸

「平成11年に三体小の家庭教育学級
の委員長をしていたこともあり、『どんぐ
りピアノ』コンサートや大型絵本の制
作に携わりました。三体は思いやりが
あり、団結力のあるところ」と母親の尋
恵さん。三男で小学6年の準二くんは
「広 と々した芝生の校庭が好き。たくさ
んの人がどんぐりを植えてこのピアノを
買ったなんてすごいです」と元気よく話
してくれました。

牧園町三体地区
長ケ原尋恵さん（47）・準二くん（11）

INTERVIEW

人
の
つ
な
が
り
が

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

奏
で
る
と
き

そ
れ
は
大
き
な
力
と
な
り

地
域
を
輝
か
せ
る

牧
園
町
に
三
体
堂
と
呼
ば
れ
る

地
名
が
あ
り
ま
す
。
名
前
の
由
来

は
二
つ
、
一
つ
は
近
く
の
飯い

い

富と
み

神

社
に
三
体
の
神
が
祭
ら
れ
て
い
る

と
い
う
説
、
も
う
一
つ
は
三
つ
の

堂
が
あ
る
か
ら
と
い
う
説
。

三
体
堂
は
上か

み

三
体
堂
（
三
体
地

区
）
と
下し

も

三
体
堂
（
牧
園
地
区
）

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介

す
る
三
体
地
区
は
茶
畑
が
広
が
る

高
原
地
帯
で
約
２
５
０
世
帯
、
５

５
０
人
ほ
ど
が
暮
ら
す
地
域
で
す
。

そ
の
中
心
が
全
校
生
徒
17
人
の

小
さ
な
三
体
小
学
校
。
年
２
回
の

清
掃
作
業
や
運
動
会
、
そ
し
て
夏

祭
り
は
地
区
民
総
ぐ
る
み
の
大
き

な
行
事
。
三
体
小
は
人
々
の
絆
を

つ
な
ぐ
と
て
も
大
切
な
場
所
で
す
。

三
体
夏
祭
り

銀
行
や
お
店
な
ど
に
は
子
ど
も

た
ち
が
描
い
た
手
作
り
の
夏
祭
り

の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、
飯
富
神

社
で
お
祓
い
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
が
、
地
元
の
大
工
が
作
っ
た
み

こ
し
を
担
い
で
地
域
を
練
り
歩
き

ま
す
。

緑
の
芝
生
が
広
が
る
校
庭
に
は

手
作
り
ス
テ
ー
ジ
や
出
店
が
並
び
、

祭
り
を
知
ら
せ
る
太
鼓
の
音
が
響

き
ま
す
。

な
る
が
、
何
か
す
る
こ
と
は
な
い

か
」
と
話
し
合
い
ま
し
た
。「
お

盆
に
帰
省
し
た
と
き
に
み
ん
な
が

出
会
え
る
場
を
つ
く
ろ
う
」。
そ

れ
が
夏
祭
り
の
始
ま
り
で
し
た
。

「
町
に
頼
ら
ず
に
み
ん
な
か
ら

寄
付
を
も
ら
っ
て
自
分
た
ち
で
や

ろ
う
」
と
、
実
行
委
員
会
が
町
外

に
住
ん
で
い
る
同
地
区
出
身
者
に

も
呼
び
か
け
る
と
多
く
の
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
私
は
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
を
」

「
私
は
踊
り
を
」「
私
は
出
店
の
手

配
を
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
す
る
こ
と
で
夏
祭

り
は
で
き
あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。

黒つ
づ
ら
は
ら

葛
原
茂
成
さ
ん（
57
）
は
出

店
の
担
当
で
、「
自
分
も
ゆ
っ
く

り
し
た
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
出
店
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
高
校
生
が
楽
し
そ
う
に
し
て

い
た
り
、
み
ん
な
か
ら
『
あ
り
が

と
う
』
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
す

る
と
ま
た
や
る
気
が
出
ま
す
」
と

笑
顔
。

都
会
を
ま
ね
な
い

今
別
府
さ
ん
は
田
舎
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、「
都
会
を
ま
ね
る
の

で
は
な
く
、
田
舎
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
を
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
そ
う
し
な
い
と
田
舎
の
よ
さ

は
『
空
気
が
お
い
し
い
』
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
田
舎
の
魅

力
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
。
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
の
で
す
」
と
こ
れ
か
ら
の
地

域
の
あ
り
方
を
問
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
棒
踊
り
、
太
鼓

に
バ
ン
ド
演
奏
も
終
わ
り
、
久
し

ぶ
り
に
会
い
、
輪
を
作
っ
て
い
た

同
級
生
ら
の
グ
ル
ー
プ
も
地
区
外

か
ら
来
た
人
々
も
、
み
ん
な
が
一

番
楽
し
み
に
し
て
い
る
花
火
。

午
後
９
時
か
ら
ほ
ん
の
数
十
分
、

小
さ
く
て
少
な
い
け
れ
ど
、
間
近

で
見
る
花
火
は
と
て
も
き
れ
い
で
、

三
体
の
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

小
さ
な
力
を
大
き
な
力
に

夏
祭
り
の
よ
う
に
三
体
地
区
に

は
昔
か
ら
み
ん
な
で
協
力
し
て
何

か
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う

風
土
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
ど

ん
ぐ
り
ピ
ア
ノ
」
で
す
。

昭
和
20
年
８
月
15
日
に
終
戦
を

迎
え
た
日
本
。
牧
園
も
戦
争
の
た

め
に
木
が
切
り
出
さ
れ
、
山
は
荒

れ
果
て
て
い
ま
し
た
。

昭
和
27
年
、
ま
だ
食
べ
る
も
の

に
も
困
る
よ
う
な
貧
し
い
時
代
、

そ
ん
な
と
き
で
も
「
ピ
ア
ノ
が
ほ

し
い
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
地
区
民
が
協
力
。
小
中
学
校

の
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
、
地
区

民
一
緒
に
な
っ
て
ド
ン
グ
リ
の
実
、

約
２
０
０
㌔
を
集
め
ま
し
た
。

校
庭
で
苗
木
５
万
本
を
育
て
、

柳や
な
ぎ

ケが

平ひ
ら

の
町
有
地
に
植
林
。
２
年

の
歳
月
を
か
け
昭
和
29
年
、
そ
の

収
益
金
29
万
円
を
念
願
の
ピ
ア
ノ

購
入
費
に
充
て
ま
し
た
。
し
か
し
、

し
ば
ら
く
す
る
と
「
ど
ん
ぐ
り
ピ

ア
ノ
」
は
年
月
と
と
も
に
忘
れ
去

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
45
年
が
経
過
し
た
平

成
11
年
３
月
、
当
時
、
小
学
校
の

家
庭
教
育
学
級
委
員
だ
っ
た
長

ち
ょ
う

ケが

原は
ら

尋ひ
ろ

恵え

さ
ん
ら
保
護
者
は
「
地
域

お
こ
し
の
原
点
で
あ
る
こ
の
ピ
ア

ノ
を
地
区
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
」
と
「
ど
ん
ぐ
り
ピ
ア
ノ
」
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
み
ん
な
の
思

い
が
詰
ま
っ
た
ピ
ア
ノ
に
も
う
一

度
光
が
当
て
ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

都
会
の
ま
ね
を
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
に
あ
る
も
の
を
生
か
す

こ
と
。
そ
れ
が
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
人
々
の
絆
を
紡
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
ん
ぐ
り
ピ
ア
ノ
は
今
も
三
体

小
の
体
育
館
で
子
ど
も
た
ち
と
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
す
。

浴
衣
を
着
た
女
の
子
た
ち
は
友

達
と
笑
い
な
が
ら
、
お
年
寄
り
は

座
布
団
や
折
り
畳
み
椅
子
を
抱
え

て
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
き
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も
た
ち
が

作
っ
た
灯
ろ
う
が
夜
道
を
照
ら
し
、

約
５
０
０
人
が
集
う
三
体
夏
祭
り

は
毎
年
８
月
15
日
に
始
ま
り
ま
す
。

出
会
う
場
を
つ
く
り
た
い

平
成
10
年
。
当
時
の
地
区
公

民
館
長
だ
っ
た
桑
木
瑞
穂
さ
ん

（
83
）
は
、
夏
祭
り
実
行
委
員
長

の
今
別
府
幸
一
さ
ん（
61
）を
訪
ね
、

「
幸
ち
ゃ
ん
、
三
体
も
何
か
し
な

い
と
ま
す
ま
す
さ
び
し
い
地
域
に
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すこやか保健センター

入口芳子

介護予防と
介護保険

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

大
隅
国
府
周
辺
神
社
等
配
置
略
図

北

南

西 東

の
近
く
に
小こ

あ
ざ字
妙
見
崎
と
し
て
残
る
。
推

定
）、
鬼
門
は
重し

げ

久ひ
さ

の
止と

　
が
み上
神
社
、
そ
の
反

対（
裏
鬼
門
）は
富
隈
城
内
の
稲い

な
り荷
神
社（
古

く
は
住す

み
よ
し吉
神
社
）
と
な
り
ま
す
。

東
方
は
海
岸
に
あ
る
敷し

き
ね根
の
剣

つ
る
ぎ

神
社
、
そ

こ
か
ら
韓か

ら
く
に国
宇う

豆づ

峯み
ね

神
社
、
北
上
し
て
重
久

の
止
上
神
社
に
行
き
当
た
り
ま
す
。
西
方
は

Ａ­

─

Ｚ
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
の
近
く
の
鑰か

ぎ
し
ま島

神
社
、
そ
れ
よ
り
北
上
し
て
西さ

い
こ
う
じ

光
寺
の
日ひ

よ
し吉

山さ
ん
お
う王
神
社
に
到
り
ま
す
。
さ
ら
に
東
西
に
韓

国
宇
豆
峯
神
社
、
稲
荷
神
社
、
鑰
島
神
社
と

一
直
線
に
並
ん
で
い
ま
す
。
止
上
神
社
と
日

吉
神
社
も
横
一
列
に
並
び
ま
す
。

こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
国
府
を
守
る
古

代
の
都
市
計
画
に
基
づ
い
た
配
置
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

さ
て
神
社
配
置
に
関
わ
る
こ
と
で
も
う
一

つ
指
摘
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

災
い
を
防
ぐ
鬼
門
に
当
る
止
上
神
社
の
古

文
書
に
、「
右
社
伝
ニ
申
シ
伝
エ
候
ハ
上じ

ょ
う
こ古

ニ
早は

や
ひ
と人
退た

い
じ治
ノ
時
、
止
上
権ご

ん
げ
ん現
、
鷹た

か

ト
顕あ

ら
わ

シ

テ
隼
人
ヲ
蹴け

殺こ
ろ

シ
給
ウ
尊そ

ん
し
ん神
ナ
リ
」
と
驚
く

べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
『
国こ

く
ぶ分
諸し

ょ

こ

き

古
記
』
の
記
事
に
は
、

「
大お

お
ひ
と人
ノ
穴
ヲ
悪お

さ
ぶ
く
ろ

災
袋
ト
申
シ
候　

右
退
治

ノ
折
節
、
宇う

づ津
峯み

ね
の
か
み神
、
就な

か
ん
ず
く中
、
霊れ

い
け
ん験
新
タ
ニ

剣つ
る
ぎノ
ゴ
ト
ク
現あ

ら
わ

シ
給
ウ　

故
ニ
剣つ

る
ぎ
だ
い大
明み

ょ
う
じ
ん神
ト

唱と
な

エ
奉
リ
候　

魔ま
し
ょ
う性
退
治
ノ
神
達
ヲ
五
社
ト

申
ス
事
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
社
と
は
別
行
に
「
一
之
宮
止
上
権
現　

二
之
宮
大
明
神　

大
穴
持
之
神
社　

宇
津
峯

神
之
神
社　

宮み
や
う
ら浦
神じ

ん
じ
ゃ社
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
神
社
は
隼
人
退
治
の
伝
承
を
持

っ
て
い
る
点
で
大
い
に
注
目
さ
れ
ま
す
。
中

で
も
止
上
神
社
の
社
伝
は
、
神
様
が
鷹
と
な

っ
て
隼
人
を
蹴
殺
し
た
と
い
う
強
烈
な
表
現

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

止
上
神
社
の
近
く
に
隼
人
の
首く

び
づ
か塚

と
さ
れ

る
隼
人
塚
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、

隼
人
退
治
の
伝
承
が
ま
す
ま
す
意
味
を
帯
び

て
き
ま
す
。
国
府
周
辺
の
神
社
の
言
い
伝
え

や
位
置
関
係
は
今
一
度
注
目
す
る
必
要
が
あ

り
そ
う
で
す
。

再
来
年
の
平
成
二
五
（
二
○
一
三
）
年
は
、

大
隅
国
建
国
千
三
百
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

大
隅
国
の
場
合
、
国
府
の
範
囲
が
い
ま
だ
十

分
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
計
画
に
基
づ
い
た
発
掘
調
査
を
行

い
、
国
府
の
規
模
や
構
造
な
ど
を
解
明
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
責
＝
藤

国
分
に
「
府ふ

ち
ゅ
う中
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま

す
。
全
国
で
は
東
京
都
の
「
府
中
市
」
が

有
名
で
す
。
府
中
市
は
旧
国
名
で
い
え
ば

武む
さ
し
の
く
に

蔵
国
の
国こ

く
ふ府
が
置
か
れ
た
所
で
す
。
国
府

と
い
う
の
は
、
地
方
の
政
治
を
行
う
役
所
の

在
っ
た
区
域
を
指
し
ま
す
。
国
分
の
府
中
は
、

肝き
も
つ
き属
・
曽そ

お於
・
大お

お
す
み隅
・
姶あ

い
ら良
の
四
郡
（
建
国

当
初
）
の
政
治
を
取
り
仕
切
っ
た
大
隅
国
の

役
所
が
在
っ
た
場
所
な
の
で
す
。　
　
　

大
隅
国
は
奈
良
時
代
の
和わ

ど
う銅
六（
七
一
三
）

年
四
月
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代

が
ど
ん
な
時
期
か
と
い
い
ま
す
と
、
和
銅
三

（
七
一
○
）
年
に
奈
良
に
都
が
置
か
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
三
年
後
に
大
隅
国
が
置
か
れ

た
と
い
う
わ
け
で
す
。

大
隅
国
が
置
か
れ
た
七
年
後
の
養よ

う
ろ
う老
四

（
七
二
○
）
年
に
は
、
反
乱
を
起
こ
し
た

大お
お
す
み
は
や
と

隅
隼
人
と
日ひ

ゅ
う
が向
隼
人
の
連
合
軍
が
、
大
隅

隼
人
を
蹴け

殺
こ

ろ

し
た
神

国
府
を
襲
い
、
国こ

く
し
ゅ守
（
長
官
）
の
陽

や
こ
の

侯ふ
ひ
と史

麻ま

ろ呂
を
殺
す
と
い
う
大
事
件
（
隼
人
の
乱
）

が
起
き
て
い
ま
す
。

岡
山
県
に
総そ

う
じ
ゃ
し

社
市
と
い
う
市
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
は
備び

っ

中ち
ゅ
う
の
く
に
国
の
総
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
所

で
す
。
そ
も
そ
も
「
総
社
」
と
い
う
名
前
は
、

国
守
が
領
内
の
著
名
な
神
社
の
祭
神
を
一
堂

に
ま
と
め
て
祭
り
、
巡
拝
の
労
を
省
く
た
め

に
設
け
た
神
社
と
い
わ
れ
、
た
い
が
い
国
府

の
中
心
に
位
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

わ
が
大
隅
国
の
総
社
は
府
中
の
祓

は
ら
い

戸ど

神
社

で
、
古
く
は
守も

り

君き
み

神
社
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
小
さ
な
お
社や

し
ろ

に
見
え
ま
す
が
、

祓
戸
神
社
は
国
府
の
範
囲
や
規
模
を
知
る
上

で
目
安
と
な
る
非
常
に
重
要
な
建
物
な
の
で

す
。祓

戸
神
社
を
中
心
軸
に
し
て
、
国
府
の
周

辺
を
見
渡
す
と
、
四
方
の
神
社
が
縦
横
あ
る

い
は
斜
め
の
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と

に
気
が
付
き
ま
す
。
南
北
に
、
あ
る
い
は

鬼き
も
ん門
（
北
東
）
の
方
角
に
、
さ
ら
に
は
東
西

南
北
に
も
神
社
を
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
祓
戸
神
社
の
真
南
が
広
瀬

の
大お

お
あ
な穴
持も

ち

神
社
、
真
北
が
妙み

ょ
う
け
ん見
温
泉
の
名
前

の
由
来
に
な
る
妙
見
神
社
（
現
在
は
犬い

ぬ
か
い
の
た
き

飼
滝

介
護
予
防
と
は
、
寝
た
き
り
な
ど
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
体
の

衰
え
を
予
防
・
改
善
す
る
取
り
組
み
の
こ
と

で
す
。
加
齢
に
よ
る
老
化
は
誰
も
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
を
活
発
に
し
て
い
く

姿
勢
が
、
介
護
予
防
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
だ
「
介
護
」
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
、

早
目
の
予
防
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

各
種
健
診
や
事
業
を
活
用
し
て

心
や
体
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

病
気
の
時
、
か
か
り
つ
け
医
へ
相
談
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
健
診
（
40

～
74
歳
）
や
長
寿
健
診
（
75
歳
以
上
）、
介

護
予
防
健
診
（
介
護
認
定
申
請
や
介
護
度
の

な
い
65
歳
以
上
の
方
が
受
診
可
）
な
ど
市
か

ら
案
内
の
あ
る
健
診
で
、
生
活
習
慣
病
や
生

活
機
能
低
下
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

65
歳
以
上
の
方
へ
の
案
内
に
は
「
救
急
時
情

報
提
供
書
」
も
入
っ
て
い
ま
す
。
本
人
が
同

意
し
、
市
へ
提
出
さ
れ
た
病
気
や
か
か
り
つ

け
医
の
情
報
は
、
消
防
局
へ
提
供
さ
れ
救
急

救
命
に
役
立
て
ま
す
。

活
動
的
な
方
は
…

地
域
の
サ
ロ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
65
歳

以
上
は
ポ
イ
ン
ト
制
度
あ
り
）、自
治
会
活
動
、

興
味
の
あ
る
講
座
の
他「
脳
い
き
い
き
教
室
」

や
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
の
行
事
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
で
介
護
予
防
が
必

要
な
方
は
「
元
気
ま
な
び
高
齢
者
通
所
介
護

予
防
事
業
」
に
参
加
で
き
ま
す
。

介
護
予
防
健
診
結
果
が

生
活
機
能
低
下
な
ど
の
場
合
は
…

市
が
委
託
し
た
事
業
所
で
は
、
送
迎
を
含

む
次
の
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦�

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
３

カ
月
間
／
週
２
回
／
午
前
２
時
間
／
火
木

ま
た
は
水
金
）

◦�

介
護
予
防
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
（
３
カ

月
間
／
週
１
回
／
午
前
ま
た
は
午
後
）

◦�

元
気
ア
ッ
プ
高
齢
者
通
所
介
護
予
防
事
業

（
３
～
６
カ
月
間
／
週
１
回
／
一
日
昼
食

な
ど
は
自
己
負
担
）

こ
れ
ら
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
訪
問
や
ケ
ア
会
議
で
、
参
加
に
関

す
る
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
体
は
、
活
動
に
よ
る
刺
激
が

少
な
く
な
る
と
機
能
や
体
力
が
落
ち
て
き
ま

す
。
生
活
の
範
囲
が
狭
く
な
る
と
「
閉
じ
こ

も
り
の
傾
向
」
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
う

つ
」「
認
知
症
」
の
心
配
も
出
て
き
ま
す
。

特
に
家
族
や
友
人
の
行
き
来
が
な
く
、
体

調
不
良
の
時
に
「
大
丈
夫
」
と
強
が
る
と
、

受
診
や
介
護
の
支
援
が
遅
れ
て
し
ま
う
の
で

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
笑
い
や
喜
び
を
多
く

の
方
と
共
有
し
て
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、

毎
日
を
笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
と
介
護
保
険

介
護
保
険
が
必
要
に
な
っ
た
ら

介
護
保
険
は
65
歳
以
上
、
ま
た
は
40
～
65

歳
の
老
化
が
原
因
の
特
定
疾
病
の
方
が
申
請

で
き
ま
す
。
介
護
保
険
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。
介
護

に
関
す
る
「
主
治
医
意
見
書
」
は
市
が
依
頼

し
ま
す
の
で
申
請
書
に
、
か
か
り
つ
け
医
師

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
員
が
訪
問
し
、
全
国
共
通
項
目
で
状

況
の
調
査
後
、
介
護
保
険

組
合
で
審
査
し
結
果
が
出

ま
す
。
介
護
度
の
結
果
は

非
該
当
の
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
要
支
援
１
～
２
・

要
介
護
１
～
５
で
介
護
保

険
被
保
険
者
証
に
記
載
さ

れ
（
認
定
期
間
は
３
カ
月

～
２
年
）、
市
か
ら
交
付

さ
れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
相
談

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
い
る
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
が
窓
口
で
す
。
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
と
契
約
を
結
び
ま
す
。

◎�

＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課
☎（
64
）０
９
９
５
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
国
分
パ
ー
ク

プ
ラ
ザ
内
）
☎（
48
）７
９
７
９

平成22年4月1日～平成23年3月31日の認定申請件数　　6,904人

要介護 (要支援 )認定者数
要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5
890 617 1,042 827 667 604 562

介護保険事業状況報告(平成23年4月分）より

西光寺
日吉山王神社

隼人塚 大隅国分寺

上井

広瀬

韓国宇頭峯神社鑰島神社  稲荷（住吉）神社

敷根
剣神社

大穴持神社

真孝松山 住吉

鹿児島神宮 大隅国総社

国府

牧園町

重久

〈鬼門〉
隼人塚

祓戸（守君）神社

（隼人の首塚）

止上神社（権現）

妙見神社（推定）
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霧
島
美
術
展
作
品
募
集

●
一
般
部
門

洋
画
（
水
彩
・
版
画
含
む
）、

日
本
画
の
平
面
作
品
で
、
未
発
表

の
も
の
。
部
門
（
自
由
・
テ
ー
マ
）

ご
と
に
１
人
３
点
ま
で
出
品
可
能

で
、
出
品
料
は
１
点
２
０
０
０
円

（
大
学
生
・
高
校
生
は
無
料
）。

◦�

応
募
資
格
＝
県
内
在
住
で
高
校

生
以
上
の
方
（
テ
ー
マ
部
門
は

環
霧
島
会
議
に
属
す
る
宮
崎
県

市
町
を
含
む
）

◦�

搬
入
日
時
／
場
所
＝
９
月
16
日

（
金
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
、
９
月
17
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午
／
隼
人
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

※�

指
定
取
扱
店
へ
の
搬
入
は
９
月

15
日
（
木
）
の
各
店
舗
閉
店
時

ま
で

◦�

出
品
規
定

・�

自
由
部
門
＝
20
号
～
50
号（
Ｓ
・

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｍ
）

・�

テ
ー
マ
部
門
＝
霧
島
の
風
景
、

神
話
、
風
俗
、
祭
り
、
行
事
で
、

霧
島
の
特
徴
を
取
り
入
れ
た
も

の
（
８
号
Ｓ
・
Ｆ
・
Ｐ
・
Ｍ
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

◦�

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
園
児

（
幼
稚
園
・
保
育
園
）
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で

◦�

テ
ー
マ
＝
自
由

◦�

出
品
規
定
＝
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
絵

画
（
水
彩
画
・
油
絵
・
ク
レ
ヨ

ン
画
）

◦�

応
募
方
法
＝
１
人
１
点
（
出
品

料
無
料
）
で
、
学
校
な
ど
で
取

り
ま
と
め
９
月
16
日
午
前
中
ま

で
に
事
務
局
へ
持
ち
込
み
。

◦�

展
示
期
間
＝
10
月
８
日
（
土
）

～
21
日
（
金
）

◦�

展
示
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
内

◎�

＝
霧
島
美
術
展
実
行
委
員

会
事
務
局
（
文
化
振
興
課
内
）

☎（
42
）１
１
１
９

文
化
財
少
年
団
団
員
募
集

発
掘
調
査
体
験
な
ど
を
通
し
て

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
小
学
４

～
６
年
生
、
中
学
生
（
保
護
者

同
伴
可
）

◦�

定
員
＝
30
人
（
な
る
べ
く
全
て

に
参
加
で
き
る
方
、
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

◦�

期
間
＝
８
月
～
10
月（
全
５
回
）

※�
初
回
は
８
月
４
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
隼
人
塚
史
跡�

館
◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校
・

学
年
（
保
護
者
参
加
の
場
合
は

保
護
者
名
）
を
記
入
し
送
付
。

小
中
学
生
２
人
ま
で
記
入
可
。

◦�

申
込
期
間
＝
７
月
12
日
（
火
）

～
26
日
（
火
）

◦�

参
加
費
＝
５
０
０
円

※�

詳
細
は
チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

・

＝
隼
人
塚
史
跡
館
☎

（
43
）７
１
１
０
、
〒
８
９
９

–

５
１
０
６
隼
人
町
内
山
田
２

８
７–

１

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

市
で
は
「
安
心
し
て
子
ど
も
を

生
み
、子
育
て
が
で
き
る
霧
島
市
」

を
基
本
理
念
と
す
る
「
き
り
し
ま

す
く
す
く
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、「
霧
島
市
に
住
み
た
い
、

霧
島
市
で
子
育
て
を
し
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
官
民
共
同
で
作
成
し
た

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
窓
口
や
子

育
て
支
援
情
報
、
行
政
情
報
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
身

近
な
と
こ
ろ
に
置
い
て
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

◦�

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
場
所
＝
本

庁
児
童
福
祉
課
、
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
、
コ
ア
・
よ
か
、

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

子
育
て
サ
ー
ク
ル
を

ご
存
じ
で
す
か

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
が
入
っ
た
「
霧
島
市

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
が
去
年
７
月
、

天
降
川
小
学
校
近
く
に
オ
ー
プ
ン

し
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
に
悩
む
方
の
相
談
に
応
じ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
開
催

し
た
り
し
て
、
親
子
の
交
流
や
子

育
て
中
の
方
の
情
報
交
換
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は「
子

育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

●
子
育
て
サ
ー
ク
ル

子
育
て
中
の
親
が
自
分
た
ち
で

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
悩
み
を
相
談

し
た
り
、
情
報
交
換
し
た
り
す
る

子
育
て
サ
ー
ク
ル
。
毎
週
火
曜
日

は
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
サ
ー
ク
ル

に
開
放
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
会
」
の

馬
場
七
恵
さ
ん
と
馬ま

籠ご
め

裕ゆ
う

子こ

さ
ん

は
「
同
じ
悩
み
と
情
報
を
持
つ
親

同
士
で
交
流
を
深
め
、
育
児
奮
闘

中
の
親
た
ち
の
息
抜
き
の
場
所
に

な
れ
ば
。
一
人
で
悩
ん
で
い
る
人

に
サ
ー
ク
ル
の
存
在
を
知
ら
せ
、

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
サ
ー
ク
ル
】

●
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
会

多
胎
児
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の

交
流
サ
ー
ク
ル
。
発
達
や
育
児
な

ど
多
胎
児
な
ら
で
は
の
悩
み
の
相

談
や
情
報
交
換
が
で
き
る
。

●
イ
ク
メ
ン

母
親
た
ち
が
父
親
を
交
え
て
食

事
会
や
親
睦
会
を
開
き
、
親
子
の

交
流
や
情
報
交
換
を
す
る
。

●
県
人
会

鹿
児
島
県
外
（
九
州
内
）
出
身

の
母
親
た
ち
が
自
分
自
身
の
友
達

を
求
め
て
結
成
。
親
子
の
交
流
や

情
報
交
換
が
で
き
る
。

※�

開
催
日
時
な
ど
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
児
童
福
祉
課
子
育
て
支

援
推
進
室
☎（
64
）０
８
８
１

C ulture ◎芸術情報 C hildcare ◎子育て支援E vent ◎イベント情報

このほかにも魅力ある催しが盛りだくさんです。
◎ ＝みやまコンセール　☎（78）8000

友の会より

「友の会」会員とボランティアスタッフの募集
「霧島国際音楽祭友の会」では、音楽祭を地元で支え、多くの方
と楽しむために友の会会員を募集しています。年会費は個人5,000
円（家族会員・法人会員あり）です。会員は音楽祭期間中、みやまコ
ンセールでのコンサートが特別割引や一部無料で楽しめます。また、
ビュッフェ・パーティーやみやまの森オープンカフェ（バス送迎有り）
の開催（牧園友の会）、てのむコンサートの開催（霧島友の会）、情
報誌の提供など特典が満載です。

■�演奏会の受け付けなど、運営のお手伝いをいただくボラン
ティアスタッフも募集中です。
◎� ＝牧園友の会／文化振興課・国分教育総務課、
　　　霧島友の会／霧島教育振興課
◎ ＝�霧島国際音楽祭牧園友の会事務局☎（76）0062、霧

島友の会事務局☎（57）1111

2011

7/21木▶8/7日

第32回

日本で最も熱いフェスティバル
雄大な自然と情熱の響き

日程 コンサート名・時間・場所

7/22
(金)

霧島国際音楽祭in国分
午後７時開演　霧島市民会館

7/23
(土)

かがり火コンサート　～前夜祭～
～鮫島有美子ソプラノ・リサイタル 日本のうた世界の歌～
午後７時30分開演　霧島神宮

7/24
(日)

オープニング・スペシャル・ガラコンサート
～ロン＝ティボー第2位成田が魅せる。
音楽祭出身の若き2人が師と共に凱旋公演～
午後４時開演　みやまコンセール

7/25
(月)

エアポート・コンサート
午後５時30分開演　鹿児島空港ビルディング内

7/31
(日)

ファミリー・コンサート
～「江」と「篤姫」の世界～
午後１時30分開演　みやまコンセール　出演：吉俣良　他

8/2
(火)

縄文の森ミュージアム・コンサート
午後１時開演　上野原縄文の森

8/7
(日)

ファイナル・コンサート
～霧島高原に響く「皇帝」と「ブラームス・シンフォニー」～
午後２時開演　みやまコンセール

■主なプログラム

無料

無料

無料

◎� ＝市民課人権擁護推進グループ ☎（45）5111（内線1741）
　　　生涯学習課生涯学習グループ ☎（42）1111（内線5104）

8/6土
13:30～ 15:40（13:00開場）
場所：霧島市民会館

1961年山口県光市生まれ。17歳で初代次郎とコンビを結成し、日本
に途絶えた猿まわしを復活。次郎の“反省”ポーズで全国的な人気者にな
る。1991年「文化庁芸術祭賞」を受賞。
2008年妻であるテレビプロデューサー栗原美和子さん著の私小説で
被差別部落出身であることを公表。翌年には、自らが被差別部落民の経
験を執筆した『ボロを着た王子様』を出版。ここ数年は次郎と共に、日本
各地の限界集落、ハンセン病療養所、原爆被害者の皆さんなどを訪ねる
出逢いの旅を続けている。2010年夫婦共著で『橋はかかる』を出版。
同著は全国学校図書館協議会の選定図書に認定されている。

入場整理券は、７月５日（火）から、霧島市役所本庁市民課、隼人市
民課、霧島市教育委員会生涯学習課、各総合支所市民福祉課およ
び市民サービスセンター（コア・よか）で配布します。先着順。（定員に
なり次第締め切り）

講演の他
、村崎太郎

次郎によ

る猿まわ
し公演も

開催！！

■村崎 太郎さん　プロフィール

◎定員1,000人　※入場整理券が必要です。

オープニング 13：30 ～あさひ子供太鼓（あさひ幼稚園）

講師　村崎 太郎さん（猿まわし師）

演題 「橋はかかる」
～被差別部落に生まれ育って～

入場無料

人権セミナー
きりしま

8月は人権同和問題啓発強調月間です。
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市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、ご連絡ください。

K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業

◦�利用時間＝月～金／午前10時30分～午後７時、土／
午前10時～午後５時

◦�支援メニュー＝専門相談員による職業相談・紹介、履
歴書などの作成支援、公共職業訓練などの情報提供、
派遣労働者などの雇用相談など
＝鹿児島キャリアアップハローワーク ☎（64）2251

書状贈呈事業の請求期限延長のお知らせ
旧日本赤十字社救護看護婦および旧陸海軍従軍看護

婦に対する書状贈呈事業の請求期限が延長されました。
◦�請求期限＝平成25年３月31日

＝�保健福祉政策課 ☎（ 64）0904、隼人福祉課、各総合
支所市民福祉課

移動援護相談
戦傷病者や戦没者などのご遺族に対する援護や軍人

恩給に関する疑問などについて、相談に応じます。
◦�相談日時／場所＝７月21日（木）午前11時～午後２時

30分／伊佐市大口元気こころ館、12月16日（金）午前10
時～午後３時／姶良市姶良公民館

※その他の会場日時については問い合わせください。
＝県庁社会福祉課恩給係 ☎099（286）2828

募　集
市民健康講座参加者募集

がん予防と癒やしをテーマにした講座を開催します。
◦�日時＝８月７日（日）午後１時30分～４時（開場午後１時）
◦�場所＝国分シビックセンター２階多目的ホール
◦�演題＝「受けて安心がん検診、学んで実行がん予防」
「カラーセラピーって何？！～色でココロとカラダを元気
に～」

◦�申込方法＝７月29日（金）までに電話で。
・ ＝健康増進課☎（64)0905

第16回サマーキャンプ参加者募集
◦�日時＝８月３日（水）午前９時30分～４日（木）正午
◦�場所＝黒石岳森林公園
◦�参加料＝1,000円
◦�定員／対象＝男女各16人／市内の小学５～６年生
◦�申込方法＝氏名（ふりがな）、生年月日、性別、学校・学年、

住所、電話番号、保護者名を記入し、はがきかファック
スで。（申込多数の場合は抽選）

◦�申込期間＝７月５日（火）～ 19日（火）
・ ＝�し み ん 学 習 支 援 公 社  ☎（64）0921、FAX（64）

0683、〒899-4332国分中央三丁目8-1

第２回市内史跡めぐり参加者募集
◦�日時＝７月30日（土）午前９時30分～正午（受付＝午前

９時から）※小雨決行

◦�集合場所＝国分シビックセンター前市民広場（モニュメ
ント周辺）

◦�定員／対象＝35人／中学生以上
◦�参加費＝無料
◦�見学場所＝大隅国府跡発掘調査現場、台明寺跡など
◦�申込方法＝往復はがきに住所、氏名、電話番号を記入

の上郵送。（１枚につき２人まで可）
◦�申込期間＝７月11日（月）～ 21日（木）（申込多数の場合

は抽選、21日の消印有効）
・ ＝�文化振興課 ☎（ 42）1119、〒899-5192隼人町内

山田１-11-11

天降川地区共同利用施設自主講座
●親子で素敵なラッピングバッグを作ろう
◦�日時＝７月26日（火）午前９時30分～正午
◦�定員／対象＝親子15組／６歳児以上とその保護者（定

員になり次第締め切ります）
◦�準備するもの＝筆記用具、のり、はさみ
◦�受講料＝親子１組1,200円（材料代込み）、小学生以上

１人追加ごとに500円加算
●親子陶芸教室～自分で作った器でご飯を食べよう～
◦�日時＝７月28日（木）午前９時～正午
◦�定員／対象＝親子15組／６歳児以上とその保護者（定

員になり次第締め切ります）
◦�準備するもの＝エプロン
◦�受講料＝親子１組2,000円（材料代込み）、１人追加ご

とに800円加算
◦�申込方法＝直接または電話で。

・ ＝天降川地区共同利用施設 ☎（43）1951

サン・あもり夏休み教室参加者募集
●チラシのエコアート

新聞の折り込み広告を使ってはり絵を作るチラシのエ
コアートにチャレンジしてみませんか。
◦�日時＝７月27日（水）午前９時～ 11時30分
◦�定員／対象＝20人／小学生（定員になり次第締め切り

ます）
◦�受講料＝700円（材料代込み）
◦�準備するもの＝はさみ、のり
◦�申込方法＝直接または電話で。
●夏休みカヌー体験教室（１人乗りカヌー）
◦�日時＝８月６日（土）午前８時30分～午後０時30分
◦�集合場所＝サン・あもり
◦�定員／対象＝15人／小学４～６年生（定員になり次第

締め切ります）
◦�準備するもの＝濡れてもいい服・タオル・着替え・飲み物
◦�参加料＝1,800円
◦�申込方法＝直接または電話で。
◦�申込期限＝８月５日（金）まで

・ ＝サン・あもり ☎（43）3373

お知らせ
議会報告会を開催します

市議会では、積極的な情報公開や分かりやすい議会
運営に努めています。議会報告会は議員が地区に出向き、
議会活動の状況を直接報告し、市民の皆さまと意見交換
をする場です。多数の参加をお願いします。

＝議会事務局 ☎（64）0922

農業機械の転落・転倒事故に注意
毎年、農作業事故により全国で約400人もの農業者の

命が失われています。
トラクターなどの作業機械を運転する場合はシートベ

ルトやヘルメットの着用、危険箇所の確認、ほ場を出る際
のブレーキペダルの連結確認などを徹底し、けがのない
よう作業を行いましょう。

＝農政畜産課 ☎（64）0910

国民健康保険・後期高齢者医療保険
被保険者証更新のお知らせ

現在交付されている国民健康保険証・後期高齢者医療
保険証の有効期限は、７月31日までです。新しい保険証
は７月末までに簡易書留郵便で送付します。８月１日を過
ぎても保険証が届かない場合は、担当課に問い合わせく
ださい。

国民健康保険証は世帯主宛て、後期高齢者医療保険
証は本人宛てに送付します。（世帯に被保険者が複数いる
場合は世帯ごとに送付）
●内容を確認しましょう

保険証の切り替えは資格内容を確認するために行うも
のです。記載内容に誤りがないか、国民健康保険の場合
は国民健康保険以外の保険に加入された方の保険証が

含まれていないか確認し、資格内容に異動がある場合に
は必ず担当窓口で手続きをしてください。
●納付相談をしましょう

国民健康保険税を滞納されている世帯には、通常の保
険証を送付できません。７月中に納付相談にお越しの上、
担当窓口で保険証の更新手続きをしてください。
※古い保険証はお近くの担当窓口に返却してください。

＝�保険年金課国民健康保険グループ・後期高齢者医療
グループ ☎（64）0886

鳥獣被害防止捕獲促進事業を行います
県猟友会は、鳥獣による農作物被害の防止・軽減を図

るため、多くの農家などが鳥獣捕獲を適切に実施できる
よう、わな免許取得と捕獲技術の習得を支援します。
◦�内容＝わな猟免許取得に向けた狩猟者講習会受講料

の一部助成、わな猟免許取得者に対する研修会の開
催、わな猟免許取得のための実技指導。
◦�対象＝鳥獣による被害を受けている農業者や集落の

代表、農業法人の従業員など。（支援を受けるためには
申し込み時に市町村の証明が必要で、免許取得後猟
友会への加入が条件となります）

※証明は林務水産課林務グループ☎（64）0938で発行
＝�猟友会事務局（姶良・伊佐地域振興局林務水産課内）

☎（63）8159、(社)県猟友会 ☎099（222）9449

社会を明るくする運動
７月は社会を明るくする運動の強調月間です。
全ての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人た

ちの更生について理解を深め、それぞれの立場において
力を合わせ、犯罪や非行のない明るい地域社会を築こう
とする全国的な運動です。犯罪や非行のない地域社会の
実現を目指しましょう。

【行動目標】
◦�犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう。
◦�犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう。
◦�これらの点について地域社会の理解が得られるよう協

力しよう。
＝鹿児島保護観察所企画調整課 ☎099（226）1556

戦没者慰霊巡拝について
戦没者の遺族を対象とする戦没地の慰霊巡拝が実施

されます。参加を希望される方は、戦没地によって申込締
め切り日が異なりますので、問い合わせください。

・ ＝�保健福祉政策課 ☎（ 64）0904、隼人福祉課、各
総合支所市民福祉課

鹿児島キャリアアップ
ハローワークが正式オープン

非正規労働者のための総合支援センターがイオン隼人
国分店２階に正式オープンしました。

日　　時 会　　場

8月2日（火）
19：00～ 20：30

国分会場 いきいき国分交流センター
会議室

隼人会場 日当山地区公民館集会室

8月3日（水）
19：00～ 20：30

横川会場 横川農業交流センター会議室

牧園会場 中津川地区公民館会議室

8月4日（木）
19：00～ 20：30

霧島会場 霧島総合支所201会議室

溝辺会場 みそめ館２階研修室

福山会場 福山市民サービスセンター
３階会議室
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

一
歳
の
息
子
と
散
歩
中
、
小

雨
に
降
ら
れ
て
困
っ
て
い

る
と
、
目
の
前
に
見
知
ら
ぬ
車
が

止
ま
り
ま
し
た
。
降
り
て
き
た
女

性
は
、
ト
ラ
ン
ク
か
ら
傘
を
取
り

出
す
と
「
も
う
使
わ
な
い
傘
で
す

か
ら
ど
う
ぞ
」
と
私
た
ち
に
手
渡

し
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
去
っ
て
行

か
れ
ま
し
た
。

突
然
の
こ
と
に
戸
惑
い
、
お
名

前
も
聞
か
ず
に
受
け
取
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
濡
れ
ず

に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
り
と
自
然
に
こ
ん
な
親
切
が
で

き
る
方
が
い
る
な
ん
て
霧
島
っ
て

素
晴
ら
し
い
！
と
越
し
て
き
て
１

カ
月
で
こ
の
ま
ち
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｔ
35
歳
女
性
）

●

霧
島
市
は
年
間
７
５
０
万
人
が

訪
れ
る
観
光
の
ま
ち
で
す
。
最
初

に
出
会
っ
た
人
の
印
象
が
そ
の
旅

を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
人
へ
の
優
し
さ
を
忘
れ
ず
に

さ
り
げ
な
い
お
手
伝
い
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

昨
年
３
月
に
転
勤
で
霧
島
市

に
来
て
、
早
一
年
余
り
が

た
ち
ま
し
た
。
霧
島
市
は
鹿
児
島

県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
空
港
に

も
近
く
、
ま
た
、
高
速
道
路
や
Ｊ

Ｒ
な
ど
の
交
通
網
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
便
利
な
場
所
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
周
辺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
資
源
も
多
く
、
気
候
も
温
暖
な

大
変
恵
ま
れ
た
都
市
の
一
つ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
こ
鹿
児
島
に

東
日
本
大
震
災
と
同
規
模
の
地
震

や
津
波
が
発
生
し
た
ら
と
想
像
し

た
だ
け
で
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。

あ
の
壊
滅
的
な
光
景
を
映
像
で
何

度
も
見
て
い
る
と
自
分
が
生
活
し

て
い
る
こ
の
場
所
が
平
穏
で
あ
る

こ
と
が
何
よ
り
の
幸
せ
だ
と
気
付

き
ま
す
。
普
通
に
働
い
て
、
普
通

に
生
活
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た

さ
を
毎
日
か
み
し
め
て
生
き
る
こ

と
が
日
常
に
な
り
ま
し
た
。
東
北

地
方
の
早
期
復
興
を
切
に
祈
り
ま

す
。（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
50
歳
男
性
）

●

被
災
地
に
全
国
各
地
か
ら
多
く

の
救
援
が
あ
り
ま
し
た
。
市
か
ら

は
４
月
４
日
の
第
一
次
職
員
派
遣

か
ら
６
月
30
日
の
第
12
次
ま
で
39

人
を
宮
城
県
名
取
市
へ
派
遣
し
ま

し
た
。
義
援
金
は
６
月
10
日
現
在

で
３
３
９
８
万
９
７
９
５
円
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
復
旧
に
は
程

遠
い
現
状
を
見
る
と
き
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
支
援
が
必
要
だ
と
感

じ
ま
す
。

最
近
、
体
が
丸
み
を
お
び
て

き
た
よ
う
に
思
え
、
体
力

も
つ
け
な
け
れ
ば
と
思
い
、
近
く

の
公
園
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め

ま
し
た
。
草
刈
り
や
木
の
剪
定
が

し
て
あ
り
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

て
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま

す
。
親
子
で
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た

り
、
木
の
下
で
お
昼
寝
を
さ
れ
た

り
と
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ん

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

一
つ
残
念
な
こ
と
が
。
犬
の
散

歩
を
し
て
い
る
方
で
、
フ
ン
処
理

用
と
思
わ
れ
る
袋
を
も
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
が
、
犬
が
フ

ン
を
し
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

る
方
を
見
か
け
ま
し
た
。
み
ん
な

が
気
持
ち
よ
く
公
園
で
過
ご
せ
る

よ
う
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。（
Ｍ
・
Ｎ
37
歳
女
性
）

●

一
部
の
ル
ー
ル
違
反
者
の
お
か

げ
で
他
の
ペ
ッ
ト
愛
好
者
も
迷
惑

を
被
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
市
生
活
環
境
美
化
条

例
に
は
「
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は

公
共
の
場
所
に
飼
い
犬
の
フ
ン
を

放
置
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ

て
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用
し
た

い
も
の
で
す
。

今
年
こ
そ
は
緑
の
カ
ー
テ
ン

で
涼
し
げ
に
」
と
、
家
の

西
側
に
ゴ
ー
ヤ
を
植
え
ま
し
た
。

な
か
な
か
発
芽
せ
ず
心
配
し
ま
し

た
が
、
６
つ
の
種
の
う
ち
５
つ
が

発
芽
。
現
在
は
本
葉
が
２
枚
。

愛
情
が
わ
き
、
わ
が
子
の
よ
う

に
か
わ
い
が
っ
て
い
ま
す
。
な
る

べ
く
お
金
を
か
け
た
く
な
い
の
で

（
笑
）、
水
や
り
は
コ
メ
の
と
ぎ
汁

か
、
た
め
た
雨
水
で
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
は
苦
手
な
私
で
す
が
、

自
分
で
育
て
た
野
菜
は
き
っ
と
格

段
に
お
い
し
い
は
ず
で
す
。
他
に

も
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
育
て
て
い

ま
す
が
、
収
穫
が
と
て
も
待
ち
遠

し
い
で
す
。
将
来
マ
イ
ホ
ー
ム
を

購
入
し
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
野
菜

を
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。（
さ

クチナシ（アカネ科）

つ
ま
い
も
Ｒ
25
歳
女
性
）

●

市
で
は
今
年
度
も
緑
の
カ
ー
テ

ン
事
業
を
実
施
し
て
１
０
０
グ

ル
ー
プ
が
野
菜
の
苗
を
育
て
て
い

ま
す
。
昨
年
度
実
施
し
た
73
％
の

人
が
「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
答
え

て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
い
も
Ｒ
さ
ん
、

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
く
、
節
電

と
食
料
調
達
、
し
か
も
水
は
２
次

利
用
と
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

私
が
一
番
思
う
こ
と
は
原
発

の
こ
と
で
す
。
電
気
を
起

こ
す
手
段
と
し
て
は
考
え
直
す
時

な
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

い
っ
ぺ
ん
に
生
命
や
財
産
を
失

う
の
で
は
あ
ま
り
に
代
償
が
大
き

い
で
す
。
便
利
な
世
の
中
で
す
が
、

昭
和
30
年
代
の
よ
う
な
不
便
な
こ

ろ
の
日
本
人
は
も
っ
と
幸
せ
だ
っ

た
（
私
の
小
さ
い
こ
ろ
）
と
思
い

ま
す
。
県
民
投
票
の
よ
う
な
し
く

み
も
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。（
Ｓ
・

Ｙ
40
歳
女
性
）

●

子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ず
に
い
る
場
面
を
テ
レ
ビ

で
見
る
と
心
が
痛
み
ま
す
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
カ
ラ
イ
モ
交
流
と
福
島
県

人
会
で
は
夏
休
み
の
期
間
中
、
福

島
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る

た
め
、
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
中

の
よ
う
で
す
。
訪
れ
た
子
ど
も
た

ち
に
は
鹿
児
島
の
大
自
然
の
中
で

思
う
存
分
遊
ん
で
ほ
し
い
も
の
で

す
。霧

島
市
は
と
て
も
住
み
や
す

い
で
す
。（
神
戸
市
在
住

35
年
）
趣
味
を
生
か
し
な
が
ら
健

康
増
進
に
つ
な
が
る
「
公
民
館
講

座
」
は
す
ば
ら
し
い
限
り
で
す
。

私
も
一
つ
だ
け
受
講
し
ま
し
た
。

初
日
に
連
絡
網
作
成
の
た
め
、
一

人
一
人
が
電
話
番
号
を
言
い
、
他

の
人
は
聞
き
取
り
な
が
ら
記
入
し

ま
し
た
。（
こ
れ
も
脳
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
意
義
あ
り
で
し
ょ
う

が
）
こ
れ
も
個
人
情
報
等
々
で
は

と
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

な
ら
い
っ
そ
の
こ
と
「
公
民
館
講

座
申
込
書
」
に
名
簿
に
載
せ
て
い

い
か
ど
う
か
の
項
目
を
追
加
し
た

ら
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
省
き
た
が
り
の
67
才
女
性
）

●

「
省
き
た
が
り
の
67
才
女
性
」

さ
ん
の
ご
意
見
、
そ
の
方
法
い
い

で
す
ね
。
担
当
課
で
は
個
人
情
報

に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
検

討
し
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
、「
広
報
き
り
し
ま
」

が
２
０
１
１
年
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
の
組
み
写
真
部
門
で

入
選
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
５
年
連
続
の

入
選
と
の
こ
と
。
ま
る
で
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
で
す
。

今
ま
で
大
変
な
こ
と
、
た
く
さ
ん

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
の

よ
う
な
Ｆ
ａ
ｎ
（
フ
ァ
ン
）
が
い

る
こ
と
を
心
に
、
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
て
ん
ち
ゃ

ん
マ
マ
46
歳
女
性
）

●

「
広
報
誌
は
市
民
へ
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
」、
好
き
な
人
に
思
い
を
伝

え
る
と
き
の
よ
う
に
毎
回
も
が
き

な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
支
え
に

な
っ
て
い
る
の
が
皆
さ
ん
か
ら
の

お
便
り
で
す
。
て
っ
ち
ゃ
ん
マ
マ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
感
謝
。

こ
の
他
７
人
の
方
か
ら
お
は
が

き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※�

文
書
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.124/2011.7）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中からみ
やまファミリーコンサート、ミュー
ジカル「村一番のしあわせ者」の
２人１組のチケットを５人の方に
プレゼント。応募締め切りは７月
22日（金）当日消印有効です。当
選の発表は、商品の発送を持って
かえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます
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霧
島
を
愛
す
る
行
動
力

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

１
月
26
日
の
新
燃
岳
の
歴
史

的
噴
火
か
ら
５
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
の
発
生
後
も
新
燃
岳

噴
火
に
対
す
る
心
温
ま
る
支

援
が
続
い
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
は
５
月
17
日
現
在

で
、
４
１
６
件
１
１
１
６
万
円

余
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
財
源
の

一
部
と
し
て
５
月
27
日
に
市
議

会
臨
時
会
を
招
集
し
補
正
予
算

を
お
認
め
い
た
だ
き
、
噴
火
の

空
振
に
よ
り
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ

る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ま
に
見
舞
金
の
配
布
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
首
都
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と

会
の
皆
さ
ま
や
、
お
じ
ゃ
ん
せ

霧
島
大
使
の
辛
島
美
登
里
さ
ん

と
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
に

は
霧
島
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が

る
「
が
ん
ば
れ
霧
島
応
援
ツ
ア 

ー
」
を
実
行
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
南
九
州
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
㈱
の
山
口
社

長
は
、
風
評
被
害
か
ら
霧
島
を

守
る
た
め
に
「
霧
島
観
光
支
援

Ｖ
Ｔ
Ｒ
元
気
で
す
！
霧
島
」
の

番
組
を
制
作
さ
れ
、
全
国
１
０

０
社
以
上
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

局
で
の
放
映
を
実
現
さ
れ
、
元

気
な
霧
島
の
現
状
を
情
報
発
信

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ま
の
霧
島
を
愛
す
る
気
持
ち
と

行
動
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

◎人口／128,086人（＋79）
男性／ 61,795人（＋25）
女性／ 66,291人（＋54）
出生107人／死亡108人
転入397人／転出318人
◎世帯数／58,478世帯（＋90）

（平成23年６月1日現在）

E
D

IT
O

R
'S

大
おお

出
で

水
みず

の湧き水が流れ込む久留味
川に木々の間から太陽の光線が入
り込み、神秘的な雰囲気を醸し出
す。市内には、こんな魅力的な場所
がたくさんあります。その美しい自
然・環境をいつまでも残すことは私
たちに与えられた使命なのかもしれ
ません。皆さんの周りには隠れたス
ポットはありませんか。今年の夏は
涼を求めて、霧島の魅力を探しに
出かけてみてはいかがでしょうか。横川町下ノ久留味川

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

村田兆治さんの投球を、目を輝かせながら見つめる子どもたち。今は
オリンピック選手やプロ選手などに教わる機会が増え、子どもたち

には夢が広がる。教育現場にもデジタル教科書が導入され可能性が広
がった。子どもたちの笑顔を見ていると成長が楽しみになりました（み）

恥ずかしながら鳥人間コンテストを知らなかった私。最初教授に「鳥
人間知ってます？」と聞かれ、本気でお笑い芸人「笑い飯」のコ

ントしか思いつかなかった。だけど今ではすっかり鳥人間ファン。それ
は青春の１ページ。７月末の大会で思いっきり羽ばたいてほしい（う）

食す」のコーナーで大名筍（でめだけ）を取材しました。福山町の板
元さんが、食に関して熱い思いを語られている中、真剣なまなざ

しで聞き入っている長女の飯田さんの姿を見ていると、母から娘へ、娘
から孫へと素晴らしい食の伝統は受け継がれていくと感じました（は）

夏といえばスイカ、氷、そうめん流し（鹿児島弁？標準語で流しそ
うめん）、それから蚊帳（かや）。昔、祖父の家に行くと蚊帳が天

井からつってありました。蚊帳を持ちあげ中に入るとサラッとしたシーツ
の感覚がとても気持ちよかったことを思い出します。エコですね（た）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

家族みんなの心がポカポカになるハートフル・ミュージカル。1992年の初演以来、7万人を超すお
子さまにご覧いただいています。コンプレックスに悩み苦しみ、いじめを受けた主人公が新しい友
達との出会いによって、心の傷を乗り越えて強く生きていく姿を描いた心温まる感動の物語です。
◎問い合わせ先＝みやまコンセール ☎（78）8000
● 8月21日（日）13時30分開場 14時開演、みやまコンセール、一般2,000円、高校生以下（3歳以上）1,000円

7PRESENTS

お便りをくださった方の中から

今月の表紙

係
も
全
く
違
い
京
都
へ
帰
ろ
う
か

と
も
考
え
ま
し
た
。
主
人
と
主
人

の
両
親
に
は
、
と
て
も
心
配
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
こ
の
ま

ま
で
は
だ
め
だ
、
自
分
自
身
を
変

え
よ
う
」
そ
う
思
い
京
都
で
し
て

い
た
美
容
の
お
仕
事
を
霧
島
市
で

始
め
ま
し
た
。

本
当
に
大
き
な
変
化
で
あ
り
、

〈随ずいそう想〉

夢
中
で
子
育
て
、
主
婦
、
美
容
師

を
こ
な
し
な
が
ら
の
忙
し
い
毎
日

で
し
た
。

そ
の
中
で
見
え
て
き
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
霧
島
の
方
は
私
の
よ

う
に
家
庭
と
仕
事
を
両
立
し
て
い

る
女
性
が
多
く
、
そ
し
て
頑
張
り

屋
さ
ん
。
ま
た
、
強
く
優
し
く
人

に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
柄
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
す
る
と
、
少
し

ず
つ
で
す
が
関
わ
り
方
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
今
で
は
、
た
く
さ
ん

の
出
会
い
が
増
え
素
敵
な
夢
、
想お

も

い
を
抱
い
た
方
と
出
会
う
機
会
も

多
く
な
り
ま
し
た
。

霧
島
連
山
の
壮
大
な
風
景
を
目

に
す
る
と
本
当
の
温
か
さ
、
豊
か

さ
が
私
の
体
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り

ま
す
。

毎
日
、
素
晴
ら
し
い
人
間
関
係

の
中
で
、
お
客
さ
ま
と
共
に
笑
顔

で
美
容
の
お
仕
事
が
で
き
る
こ
と
、

ま
た
家
族
や
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ッ

フ
に
囲
ま
れ
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

先
日
は
15
歳
の
時
か
ら
の
お
客

さ
ま
が
18
年
の
お
付
き
合
い
を
経

て
、「
結
婚
が
決
ま
り
、
赤
ち
ゃ

ん
も
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
旦
那
さ

ん
と
共
に
報
告
に
ご
来
店
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
お
父
さ
ま
、
お
母
さ

ま
を
亡
く
さ
れ
た
と
涙
を
流
さ
れ
、

一
緒
に
涙
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
お
客
さ
ま
の
そ
ば
に
寄
り

添
っ
て
い
け
る
美
容
師
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
は
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か

Profile
ミツシオ ヒロミ（46）
京都府出身。現在、国分松木
町の美容室TKパルジュで店
長として働く。お客さまに支
持をいただき月260人の指
名を受ける一方、店長として
スタッフの育成に力を注ぐ。
今も毎年、ロンドンサッスー
ン研修で技術の向上を目指す。
溝辺町在住。

今、私は霧島で
幸せに暮らしています

◎満塩  浩美

今
朝
も
店
内
の
カ
ウ
ン

タ
ー
に
座
り
霧
島
の
美
し

い
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、

頂
い
た
原
稿
用
紙
に
思
い

を
込
め
ペ
ン
を
取
り
ま
す
。

「
鹿
児
島
に
帰
ろ
う
か
？
」

「
そ
う
だ
ね
」
今
思
え
ば
、

こ
の
霧
島
市
と
は
、
何
か

の
ご
縁
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

バ
ブ
ル
が
弾
け
世
の
中

が
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

た
こ
ろ
、
主
人
の
故
郷
「
鹿

児
島
」
に
、
お
正
月
、
お

盆
と
子
ど
も
た
ち
を
連
れ

て
京
都
か
ら
よ
く
遊
び
に

帰
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
び
、
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
れ
る
両
親
も
い
ま
し

た
し
、
何
の
不
安
や
抵
抗

も
な
く
、
霧
島
市
へ
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
育
て
に
は
、
と
て
も
い
い
場

所
で
あ
り
大
自
然
の
中
で
伸
び
伸

び
と
子
ど
も
た
ち
を
育
て
上
げ
た

い
。
そ
ん
な
思
い
で
喜
び
と
期
待

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

し
か
し
、
鹿
児
島
の
言
葉
が
理

解
で
き
な
い
。
食
生
活
や
人
間
関

ら
こ
そ
、
日
々
の
人
間
関
係
の
中

で
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
、

関
わ
っ
て
く
れ
る
人
に
感
謝
す
る

時
が
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
今
も
た
く
さ
ん
の
愛

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
美
容
を

通
じ
て
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
で
き
る
こ

と
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
は
若

い
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
そ
の
ス
タ
ッ
フ
が

明
日
の
霧
島
を
担
っ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
、
私
も
美
の
専
門
家
と
し

て
、
お
仕
事
に
情
熱
を
注
ぎ
、
こ

の
素
晴
ら
し
い
霧
島
市
で
毎
日
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

溝
辺
か
ら
見
た
霧
島
連
山

みやまファミリーコンサート
ミュージカル「村一番のしあわせ者」
チケットプレゼント
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